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国 立 極 地 研 究 所 講 堂
国 立 極 地 研 究 所
12月4日(水)
挨 拶 国立極地研究所長 (10:00～1010)
A.海 洋 生 物
1.SIBEX-n　 調 査(開 洋 丸) (10:10^ノ12:30)
座 長 根 本 敬 久(東 大 ・海洋研)
1.開 洋 丸SIBEX調 査航 海 の概 要(10:10～10:30)
小 牧 勇 蔵(遠 洋 水 研)
2.南 大 洋 の75°E・90°W・ ド レ ー ク 海 峡 ・30°W線 沿 い に お け
る海洋構造の特徴とその比較
永 延 幹 雄
小 牧 勇 蔵
(10:30～10:50)
(東 大 ・海洋 研)
(遠洋 水 研)
3.南 大洋の亜熱帯収束線域 ・オース トラリア亜南極前線域 ・南極
収束綴蛾における表面水温の連続変化n
(10:50～11:10)
永 延 幹 雄(東 大 ・海洋研)
小 牧 勇 蔵(遠 洋水研)
奈 須 敬 二(水 産庁)
座 長 箕 田 嵩(北 大 ・水産)








(清水 市 ・環境 部)
(東海 大 ・海 洋)
(〃)
1
5.開 洋 丸SIBEX-・ 一・llの調 査 航 海 で 採 取 され たEuphausia
superbaの 生物学的特性について
遠 藤 宜 成
今 関 哲 夫
小 牧 勇 蔵
(11:30～11:50)
(遠洋 水 研)
(東 海 大 ・海 洋)
(遠洋 水 研)
6.開 洋丸SIBEX-II調 査航海における鯨類 ・海鳥類 目視観察
結果にっいて
討 論
小 牧 勇 蔵
磯 部 貞 夫




(水産 庁 ・開洋 丸)
(12:10～12:30)
～ ～ ～ ～ ～ ～ 昼 食(12:30～13:30)
n.海 鳥 類 (13:30～14:30)
座 長 中 村 一一 恵(神 奈川県博)
1.ベ ー リン グ海 にお けるマ ダ ラシ ロハ ラ ミズナ ギ ド リの分布
小 城 春 雄
田 中 博 之
吉 田 秀 嗣
(13:30～13:50)
(北 大 ・水 産)
(〃)
(〃)
2.エ トピ リカ にお け る年 令 指標 と して の クチバ シ の　furrow
討 論
田 中 博 之
小 城 春 雄
(13:50～14:10)










川 口 弘 一
石 川 慎 吾
(14:30～14:50)
(広 島 大 ・生 物 生 産)
(東 大 ・海 洋 研)




富 永 裕 之
福 井 深
田 中 重 則
(14:50～15:10)
(名大 ・水 圏研)
(清水 市 ・環 境 部)
(生化 学工 業)
(15:10～15:30)
～ ～ ～ ～ ～ ～ 休 憩(15:30～15:50)
IV.有 機塩素化合物
座 長 綿 織 邦 彦
～ ～ ～ ～ ～ ～
(15:50～17:10)
(東大 ・教 養)
1　.　Differentiation　of　 various　 populations　 of　 Da!l,s　 and
　　　True,s　 porpoises　 using　 organochlorines　 as　 tracers
(15:50～16:10)
Subramanian,　 A.　 N.　 (愛 媛 大 ・農)






三 浦 精 二
田 辺 信 介
(16:10～16:30)
(愛 媛 大 ・農)
(〃)
(〃)











V.ク ロ ロ フィル ・植物 プ ラ ン ク トン(10:00～12:20)
座 長 山 口 征 矢(埼 玉 大 ・教 養)
1.南 大 洋 にお け る・表面 ク ロ ロ フィル 量 変 動 の解 析
(10:00～10:20)
谷 口 旭(東 北 大 ・農)
浜 田 悦 之(東 水 大)
岡 崎 美穂 子(東 北大 ・農)
内 藤 靖 彦(極 地研)
2.「 し らせ 」航 路(1984-1985)にお け る表 面海 水 中 の ク ロロ
フィル ーa量(10:20～10:40)
福 田 靖(熊 本 大 ・教 育)
大 野 正 夫(高 知 大 ・海 洋 生 物 セ ン タ)
3.　 Prydz　 Bay　にお け る　blooming　 現 象
(10:40～11:00)
福 井 深(清 水 市 ・環境 部)
大 別 和 裕(東 海 大 ・海 洋)
岡 部 史 郎(〃)
討 論(11:00～11:20)
座 長 石 丸 隆(東 大 ・海洋 研)
4.南 極定 着 氷 中 に見 出 され た微 細 藻 類 フロ ッ ク
(11:20～11:40)
渡 辺 研 太 郎(極 地 研)
佐 藤 博 雄(東 水 大)
一5一
5.南 極 昭和 基 地 周 辺 で の　ice　algae　 の光 合成 につ いて






～ ～ ～ ～ ～ ～ 昼 食(12:20～13:20)～ ～ ～ ～ ～ ～
VI.オ キア ミ及 び 動 物 プ ラ ン ク トン (13:20～16:20)
座 長 村 野 正 昭(東 水大)




一 昭和 基 地 周
(13:20～13:40)
(東大 ・海 洋 研)
(高知 大 ・理)
(広島大 ・生物 生 産)
2.ナ ンキョクオキアミの擬餌行動 一 餌料の濃度 が粒子の選択
性に与える影響 一(13:40～14:00)
石 井 晴 人(東 北大 ・農)
大 森 信(東 水大)
3.飼 育 下 に お け る　Euphausia　 superba　 の 成 長 に つ い て
毎 原 泰 彦
遠 藤 宜 成
(14:00～14:20)
(東海 大 ・海 洋)
(遠洋 水 研)
4.オ キア ミバ イオ マ ス の周 期 変 動 の可 能性 につ いて
(14:20～14:40)
一・ 井 太 郎(遠 洋 水 研)
6一
討 論(14:40～15:00)
～～ ～ ～ ～ ～ 休 憩(15:00～15:20)～ ～ ～ ～ ～ ～
座 長 寺 崎 誠(東 大 ・海洋 研)
5.昭 和 基地 周 辺 の海 氷 中 に見 い 出 され る動 物 群
(15:20～15:40)
谷 村 篤(極 地 研)
星 合 孝 男(〃)
福 地 光 男(〃)
6.南 極 海 イ ン ド洋 区 、特 にPrydz　 Bay海 域 に お け る大 型 動 物 プ
ラ ン ク トン の水 平 的並 び に垂 直的 分 布
(15:40～16:00)
山 田 智(北 大 ・水 産)
河 村 章 人(〃)
7.「 し らせ 」船 上 で の ジェ ッ トネ ッ ト採集 につ いて
(16:00～16:20)
福 田 靖(熊 本 大 ・教 育)
W.魚 類 ・底 生生 物(16:20～18:00)
座 長 星 合 孝 男(極 地 研)
1.ノ トセ ニ ア亜 目魚 類 の鼻 孔構 造(16:20～16:40)
岩 見 哲 夫(東 京 家 政 学 院 大)
阿 部 宗 明(東 大 ・総 合資 料 館)
一7一
2.南 極海周辺 に出現す るイカ ・タコ類
窪 寺 恒 己





藤 田 直 二
森 勝 義
(17:00～17:20)
(東 北 大 ・農)
(養 殖 研)
4.自 走式水中テレビシステムによる昭和基地周辺のベン トス生物






～ ～ ～ ～ ～ ～ 懇 親 会(18:00～20:00)～ ～ ～ ～ ～ ～
一8一
12月6日(金)
B.陸 上 生 物
1.藻 類(10:00～11:40)
座 長 星 合 孝 男(極 地 研)
1.南 極 に お け る土壌 藻 類 の分 布要 因
(10:00～10:20)
秋 山 優(島 根 大 ・教 育)
神 田 啓 史(極 地 研)
大 山 佳 邦(〃)
2.南 極 に お け る蘇 類 群 落 の付 着藻 類(10:20～10:40)
大 谷 修 司(極 地 研)
座 長 秋 山 優(島 根 大 ・教育)
3.昭 和 基地 で 見 られ た雪 氷 藻 とそ の生育 環 境
(10:40～11:00)
石 川 慎 吾(高 知大 ・理)
松 田 治(広 島 大 ・生 物 生 産)
川 口 弘 一(東 大 ・海 洋 研)
4.南 極 産Dunaliella　 sp.の 培 養 とそ の微 細 構 造
(11:00～11:20)
綿 貫 知 彦(神 奈川 県 衛生 研)
中 村 澄 夫(神 奈川 歯 大)




座 長 井 上 浩(科 博)
1.南 極 宗谷 海 岸 の蘇 類 の分布 と群落 構成 につ いて
(11:40～12:00)
神 田 啓 史(極 地 研)
2.昭 和 基 地周 辺 の胞 子体 をつ けたBryum属 につ いて
(12:00～12:20)
神 田 啓 史(極 地研)
越 智 春 美(鳥 取 大 ・教 育)
～ ～ ～ ～～ ～ 昼 食(12:20～13:20)～ ～ ～ ～ ～ ～
座 長 越 智 春 美(鳥 取 大 ・教育)
3.南 極 産 蘇類 の無 性 芽 にっ いて(13:20～13:40)
伊 村 智(広 島大 ・理)
神 田 啓 史(極 地 研)
4.蘇 苔 類 にお け る亜 南極要 素 と東 ア フ リカ高 山 の共通 要 素
(13:40～14:00)
関 太 郎(広 島大 ・理)
座 長 岩 月 善之 助(広 島大 ・理)
5.南 極 産 蘇 類群 落 の窒素 含 量 にっ いて
(14:00～14:20)
中 坪 孝 之(早 大 ・教 育)
伊 野 良 夫(〃)
IO一
6.富 士 山頂 にお け る蘇 類 の エネ ル ギ ー収 支 と微 気象環 境
(14:20～14:40)
丸 田 恵 美 子(東 大 ・理)
討 論(14:40～15:00)
～ ～ ～ ～～ ～ 休 憩(15:00～15:20)～ ～～ ～ ～ ～
m.動 物(15:.20～16:00)
座 長 田 村 浩 志(茨 城 大 ・理)
1.昭 和 基 地 周 辺 の土 壌 お よび 淡水 棲 息 性 線 虫類
(15:20～15:40)
宍 田 幸 男(群 馬 県農 試)
大 山 佳 邦(極 地 研)
2.氷 河 生 物 の生 態学 的 ・行 動 学 的研 究
(15:40～16:00)
幸 島 司 郎(京 大 ・理)
閉 会 の 挨 拶 星 合 孝 男(極 地研)
一11一
C.展 示 発 表
1.南 極地域観測で得 られた南大洋の海況
岩 波 圭 介(海 上保安庁 ・水路部)
塩 崎 愈(〃)
倉 本 茂 樹(〃)
道 田 豊(〃)
2.ブ ライド湾、グンネルスバンク、 リュツォ ・ホルム湾のクロロフィ
ル ーa量 について
大 野 正 夫(高 知大 ・海洋生物センタ)
3.「 しらせ」船上における表層 クロロフィル連続測定システムについ
て
福 地 光 男(極 地研)
福 田 靖(熊 本大 ・教育)
大 野 正 夫(高 知大 ・海洋生物センタ)
4.南 極藻類の生化学的研究へのアプローチ ー フェレドキシンの分
離 一
新 勝 光(神 戸大 ・理)
先 浜 直 子(〃)
小 川 晃 男(理 化研)
高 橋 永 治(神 戸大 ・理)
12一
第8回 極 域 生 物 シ ンポ ジ ウ ム
講 演 要 旨
A-1-1
開 洋 丸　SIBEX調 査 航 海 の 概 要
小 牧
(遠 洋
開 洋 丸 に よ る　RIOMASSに 呼 応 す る 南 大 汗海 域 調 査 は 、
1979/80年(Pre-FIBDOに開 始 さ れ 、1980/81年(FI
BEX)、1983/&1年(SIBEX-1)、そ して 今 回 の1984/85
年(SIBEx-　 II)の4次 に及 ぶ 。　FIBEXに あ って は 、イ
ン ド洋 区 に関 心 を 持 つ 日 ・豪 ・仏 ・南 アの4国 が 調 査
域 を 分 担 し合 って、 広 域 を カウ ア ー した 。
SIBEx-　 1で は 、 日光 会 議(1982年6月)で 上 記4国 が
㌫ 、∴して 、　Prydz　 Bayを め ぐ る60° ～80°E経 度域 内 に
論 汀域 を 設け て 、 各 国 調 剤 今期 を 択 び メ ンス ケ ー ル で 実
施 す るこ と と な った 。 開 洋丸 は65° ～75°E、61°S以 南
を 選 定 し、75Cli線 に 沿 っては 南極 収 束 線 以 北 か ら の 海
.蒙断 面構 造 を明 ノ)かに す るた め 、46°Sか ら 調査 を 開 発1}
した(図 一1)。 ま た75cE線 は 豪 領Heard　 Islandの
近 傍 を 通 って い るか ら 、豪 政 府 の 承 諾 の も と に 向島3
マ イ ル外 島 棚 上 で 、縦 延 縄 漁 獲 試 験 を行 った 。
調 査 期 間は1983年1.2月 、1984年1月 で あ り、 同 じ経
度 域 を 約1ケ 月の 時 差を 置 い て 再 訪 した 。 季 節 の 推 移 と
共に 海 氷 が 南 瀕 して 行 った か ら 、 調査 後 期(1984年IA)
勇 蔵
水 研)
に はPrydz　 B・y深 く航jf!三で き た の で 、,:J,',il'f.北1限を62° ～
63°Sと して 、 調査 終 了 時ISI・(σ)調整 を 図 った 。
SIBEX-　 II　に お いて は 、開 洋 丸 の 調 百海 域 ・期1こIJを決
定 し な け れ ば な ら な い時 点で 、国 際 的 な調 整 条 件プ)～明 ら
か で な く、 日本 南極 海 お きあ み漁 船 の 操 業海 域が1983/
84年 漁 期 か ら、 大 西 洋 区 へ と 拡 大 さ れ て 行 った こ と と 、
南極 海 洋生 物 資源 保 存 条 約(CCAbU.R)の 発 効 に 伴 な う調
査義 務 を 考 慮 して 、 西 半 球 に 調 戸越友を 設 シi三しノた 。
SIBEX-　 1の75°E線 と 併 廿 て 、 海 洋 断 面構 造 を 景耳1極的
に㌶ る た めに 、極 力 亜熱 帯 収 束 線1以北 か ら縦 断 観 測 を 実
施 し 、　 C]ttRhatbsZa　6aρen.ea　 Iltl三に 遭 遇 し た際 に は ・ 臨 機
採 集 を 行 った こ と は 過去3回 の 調Jtf.と変 ら な い 。
900W糸 泉、　Drake　 Passage、 　30°～20° 、V　剤曇ズバ主`;可㍉OI冒」寸6?7}
であ るが 、　Drake　 PaSSageは 周 辺 」者国 の 領海 ・漁 業 専管
ノk域、　Falkland戦 闘 宣,一一1水域 等 が 入 り くん で い る関 係
か ら 、 その 東辺 に 調 査線 を 設 ける こと と な っ プこが 、結 果
的 に は こ の海 域 の 流動 状 況 に つい て 、 興味 あ る知 見が 得
ら れ た と 思 わ れ る 。1984年11月 末 ～12月 に90°W線 と
図 、,開 洋 丸 南 大 洋 調 査 海 域 ・・e-FIBEX(1979/8・)-SIBEX-II(1984/85)
1
Drake　 Passage、 　1985年1月 に30° ～20°W線 、 即 ちSco-
tia、　Weddell　 Seas、　Queen　 Maud　 Land　 沿岸(図 一1)と
一 過 性 の 調 査 と な った 。'
調 査 内容 は　BI(ル{ASS、　CCAbllR　が求 めて い る多 岐 に わ た
る項 目を 含 む 。　Pre-　 FIBEX以 来 内容 上 大 きな 変 化 は な く
概 念 的 に 図 一2に 示 す 通 りであ る 。
南 大 洋生 熊 系 の　key　Species　 と され 、 か つ漁 業 が行 わ
れ て い る(Eluρim6　Zc,φαρの磁 のstock　 quick　 assess-
ment　 の た め の 音 響探 査(但 し 、魚 探 機 機 種 は4回 の 調 査
を通 じ改装 され て い った)と 、 各 種 ネ ッ トに よ る オキ ア ミ
の 各成 長段 階 の 採集 に 力点 が置 か れ た こ と は 当然 で あ る 。
海 獣 ・海 鳥 ・氷 山 ・パ ック アイ ス の 目視 、海 洋 物 理 ・化
t"t:的観 測 と共 に 、懸 濁 粒 子 、　nano-　 、micro-　 plankton、
ネ ッ ト混 獲 の 魚 類 ・イ カ類 そ の他 生物 、 オキ ア ミの 遺 伝
的特 性 の 検 討 など 、 他 機 関 研 究 者の 協力 を 得 、 また 求 め
つ つ と り まと め 中 で あ る。
SIBEx-　 1の 成 果 の 一 部 は 、1985年1月 の 第7回 シ ンポ
ジ ュ ウ ムで 報 告 され た 。　SIBEX-　 II　に つ いて は 、船 内で
処 理 で きた 範 囲 で 「速 報 」と し て 可成 り限 られ た公 表 に
止 って い る。 当 シ ン ポ ジ ュウ ム では 、各 論的 に 参加 調 査
員 か ら報 告 が 行 わ れ る。
図2:開 洋丸 南 大 洋 調 査 に お け る調 査 項 目SIBEX-1(1983/84),SIBEX-II(1984/85)
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A-1-2
南 大 洋 の75°E・90°W－ ド レ ー ク 海 峡
一30°W線 沿 い に お け る 海 洋 構 造 の 特 徴 と
そ一の 上ヒ車交
'○ 永延幹男(東 大海洋研)・小牧勇蔵(遠 洋水翻)
今後 の南 大 洋生態 系研究 で は、 周極 構 造に着 目 した、物 理 環境 と生物 群集 分 布 との 関係
を統合 した ものが 必要 てあ る　(Deacon,　 19B2)　 と思 え る。　E,　 superba　 の周極 分 布 は、 食
物 連鎖 とい う機能 面も ふ くめた 環境 の周 極構 造に 依存 してい る とい えよ う。 ただ し,周 極
禰】きを形 成 す る各 子午 線 ご とに 、 その 南北勾 配 が異 な る。 マ ク ロに みれ は、 大西 洋 ・イン
ド洋 ・大 平洋 の各 セ ク ター での 相違 が 大 きい(図1)。
環 境 指数亘200=o.0°C以 下 の水 域に、 オ キ ア ミ分 布 の集 中 がみ られ る。 た だ し、 イ
ン ド洋 お よび太平 洋 セ クターで は 、大 西洋 セ クター に比 較 して 、0.0りC以 下 の範 囲 がせ
まい。 さらに、0.0'C等 値線 か ら南 極大 陸 にか けて 、亘200の 低 下 パ ター ンが各 セ ク タ
ー で異 な る。 イ ン ド洋 セク ターで は、0.O°Cか ら一1.5°Cへ の低下 が急 勾配 で あ る。
太 平洋 セ ク ターで は、0.口 ゜C以 下 の等値 纈 と しては 一〇.5°C線 ま でで、 低下 の勾配 が
ゆ るい。 ドレー ク海峡 では 、5.0°C以 下 の等 値 線は密 で あ るが 、0.0'C以 下 は一〇.5
°C線 しかみ られ ない
。大 西洋 セ クター では 、O.0°C線 以下 の 範囲 か ひろ く、-1.5°
C線 まで ゆ るやか な勾 配で低 下 す る。 こ うした各 セ ク ターで の環 境構 造の相 違 に 、オ キ ア
ミ分布 も対応 して いる 。
以上の よ うな環 境構 造の 相違 を さらに検 証 す るた め、 名 セク ターで の 代表 的 な 経度 線 に
おい て、 亜熱帯 収 束域 ・南極 収 束域 をへ て南極 発 散域 ・南極 大陸 棚域 に フ)、けて 、 海洋 構 造
を海底 付 近 までお さえ つつ,　E.　 superba　 を中心 と した 生物 群集 の 分布 パ〃 ー ンを調 査 す
る計画 がたて られた。 調査 は,　BIOMASS.1　計画 期間 に おけ る開 洋丸(水 産庁)調 査 航海 に よ
る く図D。 調査 した 経度 線 は、75°E・90°W・ ドレー ク海峡 ・30'W・12.5{tEで あ
る。 この 経度 線に おい て、 ナ ンセ ン観測 に よる物 理 ・化 学の 環境 因子 、 オキ ア ミを中 心 と
した各種 生物 採集 、計 量魚 探測 定、 鳥類 ・鯨類 目視観 察 がお こ なわ れた。 ただ し、本 朝て
は、 上 の課題 を めざす 段階 研究 と して、 各経 度線 に沿 う海洋 構造 の特 徴 と、 その 比較 に し
ぼ って 発 表す る。
イ ン ド洋 セ クターは?5°E線 。太 平洋 セ ク ター は90°W線 。 ドレー ク海峡 は、 流 向 に対
して直 角 に横切 る こと を意 図 した60°W線 付 近 の南 北線 。大 西洋 は30°W(一 部2D°W)
線 。以 上四 線 の特 徴 と、 そ の比較 に ついて のべ る。
0.0^C以 下の低温 水 で 、水温 極小 層で特 徴づ け られ る、南 極表 層水 の分 布 パ タ… ンを
み る。?5°E線 で は、 パ ックア イ ス　(PD縁 の6Cj°Sか ら54°Sま で と ひろい。 大 陸 棚域
であ る57°O以 南で も 、層 が急に 厚 くな り海底 約500mま でみ られ る。9{〕°W線 で は 、範
囲が せ ま く、　PI縁 の68°Sか らわず かに55°Sま で。 ドレー ク海 峡線で は、　PI縁 の61°S
か ら57°Sま で と比較 的に 張出 しが大 きいが、 水 温が 一1.0°C以 上 と 高い。 大 陸棚 で も
■は厚 くな く200m以 浅に す ぎない。30°W線 で は、　PI縁 の6?eSか ら5B°Sま で と ひろ
い。大 陸棚 は 出現 しな いが 、全体 的 に層 は厚い 。
地 衡流 の分 布 パ ター ンに つい て みよ う。75°E線 で は、 全 体的 に東 向流で あ る。54°S
の南 極収 束域 付近 で最 大B.3　cm/sec　 を示す。6?°S以 南 の 大陸 棚域 に おいて も、 ゆ るや
か(0.8cm/sec以 下)な が らも東 向流 が卓越 す る。90°W線 で は、 全体的 に 東 向流 で あ
る。65°Sの 南極 収束 域付 近で7.5　cm/secを 示 す。　PI縁 か ら約40mileの 間で 、 最大cJ.1
cm/secの 東 向流 を示 し、 その 北側水 域80mileの 闇で は、 ゆ るや か(0.9cm/sec以 下)
な 西同流 が 海底付 近の 基準 面4000mま で み られ る。 ドレー ク海峡 では 、全 体的 に 東 向流 で
あ る。57°Sの 南 極収 束域 付近 で最 大56.?cm/secと い う強 い流 速を もつ。30° ・20°W
線で は、　PI縁 か ら北方 へ240　mileの 闇で 西向流 を 示す 。 これ は ウエ ッデ1レ環 流 の 反流 域 に
あ た る。反 流域以 外の 水域 では 、56°S付 近 のゆ るやか な(0.25cm/se(以 下)西 向流 を
の ぞ き、全 体的 に東向 流で あ る。50°Sの 南極 収 束域 付近 で 農大14.4cm/secを 示4'。












































































































































図1:ナ ンキ ョクオ キ ア ミ(旦 　 superba　 )　分布 と環 境 指数亘200〔1/200∫ ㌍
(temperature　 )　dz〕　との対 応 図(永 延,19B3)上 に、　BIOMASS　 期 間 中四 回 の開洋 丸
調査域(→ 印)を 示 す 。
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A-1-3
南 大 洋 の 亜 熱 帯 収 束 域 ・ オ 一 一ス ト ラ リ ア 亜 南
極 前 線:域 一南 極 収 束 域 に お け る 表 面 水 温 の 連
糸売 変 イヒ　　 II
○ 永 延幹 男(東 大 海洋 研)・ 小 牧 勇蔵(遠 洋 水 翻)・ 奈須 敬 二(水 産 庁研 究 部)
南極 大陸 を と りかこ んで形 成 して い る亜熱 帯収 束域(Subtropical　 Con∨e【・gence)　・南
極収 束域(Antarctic　 Con∨ergence　 )、 お よ びイ ン ド洋 セ クター で報 告 され てい る オ一 ス
トラリァ亜 南極前 線(Australasian　 Subantarctic　 Front　)は 、 南大 洋 の渡 洋禰 造 一生物
環 境 と して も一 を理解 してい くうえで 、 これ まで に重要 視 されて きてい る。 上か し、 これ
らの各 前線 につ いて 一般 化 して い る概 念 は、 マ ク ロ ・スケ ーー ルか らみ た線(Dea(on(1937
)が その起 原か?)と して表 現 され て きた ものに 、 とど まって い るよ うに 思 う。
そ こで 、発表 者 らは リー ジ ョナ ル ・スケー ルに 着 目 して 、表 面水 温 の連 続記 録 か ら、各
前線 域 の南北変 化 の形 状 ・位 置 を具 体的 に拾 い だ して きて い る(永 延 ら,19B5:第7回 極
域 生物 シン ポジウム 要旨))。 こ れ らの資料 は 、 イ ン ド洋 セク ターで あ った 。そ れ に くわ
え て、 あ らたな 資料 かえ られ た。 開洋 丸(水 産 庁)調 査(19B4/B5)に よ る、　[joeW・ ド
レー ク海 峡 ・30°W・12.5°W線 沿 いで あ る(図1)。
A"　XX内 容 は、 越度1度 毎のXBT観 測 と、サ ーモ グ ラフに よ る表 面(3-・3.5m深)の 水
温連続 記録 て あ る。 検討 の方 法は 、　XBT水 温 鉛直 分布 によ り、8前 線域 の マ ク ロな位 置を
捉 え た うえ て、 水温 の連 続変 化 の勾配 が 周辺 部に 比較 して 大 きい部 分(事 例 と して 図2)
5、 記 録 か ら ピック ア ップす る(事 例 と して 図3)。
ドレー ク毎峡 で の南北 線 沿い で は、 水温鉛 直分 布 か らみて 、南 極収 束域 と呼 称 され る水
域 は、56'30'～58°OO'Sに お さ まる。 従来 の南 極収束 線 は、 約57°30'Sに ひ かれて
い る。 さらに、 水温 連続 変化 をみ る(図2)と 、低 下 の急勾 配 が二段 階U　 EPの12・13)
とな る。 水 温勾配 の 最 も大 きい範 囲(6.52→2.29°C)は 、56°40'～56°55'Sで ある
(、図3)。 他の 子午線 に おい て も、既 存 の南極 収束 線 との位 置 の ズ レがあ る。 また 、線 と
L.て の概 念ては 捉 え きれない 、帯 状(単 一、 幾重 もの)の 形状 を示 す。
現在は、南極収束線がひ柚 ノ、,寺代砒 較し、密な酬 課 力・えら覆 うにな。た.南
極 収束線 につ いて の従 来の捉 え 方 を見 なおす な ど、今 後 さ らに検討 を 要す る課 題で あ る。
図|(右)二 開洋丸 に よ る調 査線 。南 大洋 を南 北
に横 断 しなか ら、 建摩1度 毎 のXBT観 測 ・サー モ
グ ≒フにょ る表面水 温 の連続 記録 に よ り、STC・
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図3:図2で み られた南極 収束 域 に おけ る、 水温 変 化勾配 が 大 きい部 分 の ピ ックア ップ(A・B二 台)。
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A-1-4
南 大 洋9・ ・　 W.Drake　 Paassage・3・ °　 -2° °　 W線 沿 い
に お け る ク ロ ロ フ ィ ル の 分 布
幅 井 深 角 谷 伸 之 岡 部 史 郎
(清 水 市 環 境 部)(東 海 大 ・海 洋)(東 海 大 ・海 洋)
1.は じ め に に お け る 変 化 の 大 き い こ と が わ か る ・ 東 部 ド
BIOMAsS(slBEx・-　 n　)計 画 に お け る 水 産 庁 調 査 レ イ ク 海 峡 で は 南 極 前 線 以 北 に1・06-・2・19μ9/
船 開 洋 丸 の 調 査 は 南 太 平 洋 東 部 海 域 ・ 東 部 ド2の 値 が 認 め ら れ 南 米 大 西 洋 側 の 大 陸 棚 の 影
レ イ ク 海 峡 及 び ス コ シ ア ・ウ ェ ッ デ ル 海 域 に お 響 が 伺 え る ・Leg・ll(1985年1月3日一28日)の30
け るE.Superbaの 資 源 評 価 、 南 大 洋 の 海 洋 構 ゜U線 に 沿 っ た ク 口 口 フ ィ ル ー9量 の 緯 度 変 化 は
造 把 握 及 び 鯨 ・鳥 類 等 の 目 視 観 察 な ど を 目 的 と40-30Sの 亜 熱 帯 収 束 線(STC)付 近 で0・36μ9/2
し 、1984年10月9日 か ら1985年3月10日 に わ たか ら0・59μ9/2と 一 旦 高 く な っ た 後45°S付 近
り 実 施 さ れ た 。 で0・11μ9/2と 再 び 低 く な る ・50°S付 近 の 南
本 報 告 は こ の 調 査 航 海 中 に 鉛 直 採 水 点34点 極 前 線 か ら61°Sま で の 南 極 域 で は0・35か ら1・
を 含 む 表 面 採 水85点 に お い て 調 査 を 行 な い ・35μ9/2と 増 加 す る 傾 向 に あ る 。・し か し ・20
ク ロ ロ フ ィ ル 現 存 量 の 分 布 を 得 た の で 、 そ の ゜Uに 移 動 し て 南 下 し た 結 果 は0・12-0・94μ9/
結 果 に つ い て 述 べ る 。2と 大 き く 変 化 し て い る ・18°U～9°E(67°-
2.方 法69-48S)の 経 度 方 向 の 変 化 は10°Uの0・91μ9/
0.200m層 ま で の10層 に つ い て 採 水 し 、 採 水2を 除 く と0・05・・0・46μg/2と 比 較 的 低 い 結 果
後 直 ち に100-300m2の 試 水 を ろ 過 し ク ロ ロ フ と な っ た 。 一 方 、12.5°E線 に 沿 う 結 果 で は 、
イ ル ーa分 析 用 と し た 。 測 定 は タ ナー 社ー 製(TUR68°Sの 沖 合 の 海 域 に お い て2.75μ9/2と 高 い
lER　 Mode1　 111)蛍 光 光 度 計 を 使 用 しSpirulina
]o
製 純 ク 口 口 フ ィ ル ーgを 用 い てacid　 factorを 求
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Chtorophytt-a
め た 。z°Cpg・ ・)
3㌫
の南北及… 方一 けるク・L－ 山 山
山 フ ィ ル 現 存 量 の 変 化 をLeg.別 に 図 一1及 び 画 一,、,s罵..ee,。,"w=寸,。,y、;
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 A　 8C
2に 示 し た 。Leg.1(1984年11月27日 一12月21日) 画一1Leg .1に お け る表 面 水 の ク 口 口 フィ ル ーa{分 布
の90・ ・線 に 沿 っ た ク ・ ・ フ ・ ル ・ー量 の 雑 変A灘 。禮rn:。:。1㍗ 讐 ㌶2'P'
化 は56°S付 近 ま で0.09・ ・0.31μg/2と 低 い 値
を 示 し て い る が 、 南 極 前 線(PF)以 北 の58°S付
近 で0.74μg/aと 高 く な り 南 極 域(AZ)で は0.3z。 　 cht。,。phytt-a
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 《pglo
7-・0.74μg/2と な っ て い る 。90°Uか ら60°U
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 lO
ま で(67-40S--61-25S)の 経 度 方 向 の 変 化 は 南 極




　 　 　 　 　 D　 E　 F
図会2　 Leg.口 に お け る 表 面 水 の ク ロ ロ フ ィ ル ーa分 布
D:30'-20'V線E:20'～12.5'E線
F:正2.5'E線
一〇〇.9S,69-16.5Vにお い て は5.29μg/2と 表 層
で 最 も 高 い 値 が 得 ら れ た 。 し か し な が ら60°U
に お い て は0.43μg/2と 低 く な り 、 観 測 点 間
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値 が 得 ら れ て い る 。 こ れ ら 表 層 の ク ロ ロ フ ィ
ル ーa分 布 は 、 必 ず し も 定 ま っ た 傾 向 は 見 ら れ
な い が 、 南 北 方 向 で は 南 極 前 線 以 南 で 高 く な
る 傾 向 を 示 し 、 か つ 陸 寄 り の 地 点 も 高 い 値 が
多 い 結 果 と な っ て い る 。
南 北 縦 断 観 測 に お け る ク ロ ロ フ ィ ル 一旦の 鉛
直 分 布 の 結 果 は90°U線 で は 南 極 前 線 付 近 の60
°S及 び65°Sの50m層 に0.8μg/2以 上 の 値 が
見 出 さ れ て い る(図 一3)。 ク ロ ロ フ ィ ル ーa積 算
濃 度(0-200m)は 南 極 前 線 以 北 で25.4・-85.9㎎/
㎡,以 南 で44.4-73.0㎎/㎡ と な り そ れ ら の 平 均
値 は お の お の38.5及 び56.9㎎/㎡ と な っ た 。 東
部 ド レ イ ク 海 峡 で は 、 ク ロ ロ フ ィ ル ーaの 鉛 直
LAT(S)45° 50' 55' 60' 65'
分 布 と 海 洋 構 造 が よ く 一 致 し て お り 、 南 極 前
線 以 北 及 び 南 極 半 島 付 近 で0.9μg/2以 上 と な
り 東 流 の 卓 越 し て い る 流 軸 付 近 は0.2μg/2以
下 と な っ て い る 。 又 、 南 極 前 線 の 北 側 の30m
層 で は1.8μg/2の 極 大 層 が 出 現 し 、 そ の 分 布
域 は 南 極 前 線 で 明 瞭 な 境 界 を形 成 し て い る(図
一4)。 ク ロ ロ フ ィ ル ーg積 算 濃 度(0-200m)は 南
極 前 線 以 北 で112㎎/㎡,流 軸 付 近 で27.6㎎/㎡,
南 極 半 島 付 近 で66㎎/㎡ と な っ た 。30°-20°
り線 で は パ ッ ク ア イ ス 縁(61°S)20m層 のL45
μg/2を 中 心 と す る 分 布 域 が5sa　 S付 近 に ま で
ひ ろ が っ て い る 。 又 、20°W線 に お い て も パ ッ
ク ア イ ス 縁 よ り約3度(180マ イ ル)北 側 に30m
層(1.51μg/2)を 中 心 と し て コ ア 状ー に 分 布 し
7σ て い る(図 一・5)。30°U線 に お け る ク ロ ロ フ ィ ル
旦ー積 算 濃 度 は51°S以 北 で36
.1㎎/㎡,52°S以
南 で78.1mg/㎡ と な っ た 。 こ れ ら ク 口 口 フ ィ ル
一旦積 算 濃 度 の 値 か ら は 南 極 前 線 以 北 よ り も 以
南 の 南 極 域 で 現 存 量 の 多 い こ と が わ か る 。
画 一390'V線 に 沿 う ク 口 口 フ ィ ル ー9の 鉛 直 分 布
LAT.(S)55.56.57.58.59.60.61.
画 一4　 Eastern　 Drake　 Passageに お け る
ク 口 口 フ ィ ル ーaの 鉛 直 分 布
図 一530'-20'U線 に 沿 う ク ロ ロ フ ィ ル ーaの 鉛 直 分 布
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つ重 藤 宜 成 ・ ・今 閲 哲 夫 ・'ト ケ文 房 颪'
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開 洋丸　SIBEX-II　 調査航海 に お ける鯨 類 ・海 鳥類 目視観察結果 に ついて
???????????????
海 獣 ・海 鳥 ・オ キ ア ミ海 面 集群 及 び海 氷 の 観 察 は 、 開
洋 丸Pre-FIBEX(1979/80年)当時か ら続 けら れ て 来
た 。FIBEX(1980/81年)以降 、海 獣 ・海 鳥 の 観 察 は 、 国
富 様 式 に 準 拠 して 記録 整理 さ れ る よ う に な った 。
SIBEX-　 II　で は 、海 獣 ・海 鳥観 察 は 磯 部 か鯨 類 、船
用 が 鳥 類 観 察の 中心 と な って、 船 橋 当 直 が 交 替 で担 当
した 。 原 則 と して 、 前者 は船 内時 の06:00～18:
00、 後 者 は 偶数 時の10分 間 観 察 計 数 した 。 これ ら計 数
ξ拮!を 現r裁t推 定 へと 結 び つ け る過 程 は 、 それ ぞ れの 専,
門 家 の 手 に 委 ね る こと に し 、 ここ では 観 察計 数 の 事 実 報
告 に 止め るこ と に す る 。
鯨 類 は 種 不 明を 含 む約15種 、1791頭 。 ナ ンキ ョク オ ッ
トセ イ(9)、 ヒ ョウ アザ ラシ(20)、 種 不明 アザ ラシ を
含 め て 計35頭 の 食 肉 目が 視 認 され た(表 一.1)。
鯨 類 中 ミン クク ジラ は65%強 の1174頭 を 数 え た 。 出
現 域 は55° ～61°S緯 度 帯 で 全体 の 半数 以 上 の661頭 、
海 氷域 、 大陸 よ りに 至 って再 び ピ ー ク(約500頭)を 示
す 。 マ イ ル カ 、 カ マイ ル カ が それ ぞ れ130頭 前 後視 認 さ
れ た が 、何 れ も中 緯 度帯 であ り、 た だ後 者 は よ り南 ま で
観 察 され た 。
ア カボ ウ クジ う94頭 の 出 現 、少 数 で は あ る が ナ ガ ス
ク ジ ラ(35頭)、 た だ1頭 に 過 ぎ な いが セ ミク ジ ラが 認
め られ た こ とは 、 指摘 し て お きた い。
月 、　Valparaiso～Montevideo)で 約8000羽 、 後 期(1985
年1月 、　Montevideo～Pert　 Elizabeth)に 約6200羽 、 訂
14130羽 を 数 えた 。航 路 と ル ッカ リイ の関 係 か ら か 、 前
回SIBEX-　 1　では アデ リー ペ ンギ ンが 多か った の に対 し 、
今 回 は アゴ ヒゲ ペ ンギ ンが 名 数(2283羽)絨 られ た(表
一2)。
マダ ラ フル マカ モ メ(約2800)、 ク ジ う ド リ(約1300)
も 量 的 に 卓越 した 鳥 類 で あ った。 また 、ナ ンキ ョク フ ル
マ カモ メ(観 察数1791)は 、観 察 記録 を と る以 前　(Vai-
paraiso入 港 前 の航 路 上)で 可成 りの 数 観 察 して お り、 こ
の 烏 の 東 南 太 平 洋 での 分 布 城 が 、 他海 域 に 比 し北 に 広 い
こ と を 想 わ せ た 。
調 査 の 前期 ・後 期 、 異 な る海 域 を 航 行 した こ と と 、 両
期 間 に 約1ケ 月の 時差 があ ったた め か 、視 認 数 が 両期 間
で 著 し い差 の あ る 鳥 類が あ る こと を 指 摘 で き る 。
鳥 類 は 発 見種 数 約30。 調 査 前期(1984年11月 末～12
表1:開 洋丸SIBEX.II　 据査において視認した海獣類
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CARN工VORA　 TOTAL 3 O 2 2 5 ・[23 35
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表2:開 洋丸　S!BEX-II　 調査において視認 した海鳥類
■
OCCURR£NCE
JAPANESE　 N㎜ ACADEM1C　 NAtaE COMMON　 N八潮£
LEG　 ILEG　 II TOTAL
アゴヒゲペンギン Pりgosce1エs　 antarct工caChinstrap　 penquin 1,087 1,196 2,283
ゼ ン ツー ペン ギ ン Pygosceiis　 papua Gentoo　 penguin O 3 3
マゼランペンギン 'SphenisusεnagellanicusMagellan　 penguin 5 O 5
薩不明ペンギン Spheniscidae Penquins 0 21 21
ワタ リ アホ ウ ド リ Diornedea　 exu⊥ans Wondering　 albatross 39 51 90
マユグロアホウ ドリ Diomedea　 meユanopわ りrりsBlack-broued　albatross 606 85 691
オオキパナアホウ ドリ Diomedea　 chrysostomaGrey-headed　 albat:ross 32 12 44
コキパナアホウドリ Diomedea　 chユororhgnchOSYellow-nosed　albatros5 O 2 2
ハイ イ ロア ホ ウ ド リ Phoebe仁r工a　 palpebrataLight－ 髄ntled　 sooty　 albatross8 20 28
ミナ ミオオフルマカモ メ MacroneCtes　 giganteUSSouthern　 qiant　 fulmar 190 61 251
キタオオフルマカモメ Macronectes　 haユ1i Northern　 giant　 petre1 O 1 1
ギンフルマカモメ Euigvarus　 giaciaioidesSouthern　 fulmar 787 17 804
ナンキ ョクフルマカモメ Thaユasso工ca　 anta工℃tユca」㎞tarctic　 petre1 163 L628 1,791
マダうフルマカモメ Daption　 　cap即se Cape　 pigeon 2「5U 309 2,833
ユ キ ド リ Pagodroma　 nivea Snow　 petre1 8 571 579
パグロミズナギ ドリ Pterodτoma　 髄cmptera Great-uinged　petre1 O 9 9
ミナ ミシロハラミズナギ ドリ Pterod工 ◎買這　1essoni White-headed　petrel 16 10 26
ヒメパグ ロミズナギ ドリ Pterodrorrza　 brevirestrisKerquelen　 petre1 5 O 5
カォジロミズナギ ドリ Pヒe工odroπ ピ匡m◎11is Soft二 －Plumaged　 petre1 1 16 17
ア寸 ミズナギ ドリ Hdユobaena　 caerulea Blue　 petre1 2 600 602
ク ジ ラ ド リ PachりP亡 工ユa　SPP. Prions 2,184 1,143 3,327
ノ ドジ ロク ロ ミズナ ギ ドリ Proceユ ユaria　aequ工n◎ctialis賄ite-chined　 pet:re1 72 122 194
ハ イ イロ ミズ ナギ ドリ Puffinus　 griseus Sooty　 shear、 」ater 8 2 10
オτ ミズ ナ=ド リ Puffinus　 gravis Great　 shearuater O 57 57
種不明ミズナギ ドリ P工ocellaridae ShearvateZS 1 53 54
アシナづウ ミツバ メ Oc　eanites　 oceaniCUS wilson,s　 storm-petエe1 U4 38 172
スジパラアシナガウミツバメ Fregetta　 tropica Black-bellied　 storm-petエe128 14 42
ナミモグ リウミツバメ Peleconoides　 　urinator 3 O 3
ナミオオトウゾクカモ メ Catharncta　 antarcticaBrown　 skua 3 O 3
ミナミオオセグ ロカモ メ Larus　 daminicanus Southern　 black-backed　qu11 3 O 3
ナンキ ョクアジサシ 5Cerna　 vユ亡t"a Antarctic　 tern O 26 26
キョクアジサシ Sterna　 paradSsaea 拙ctic　 tern 5 44 49
サヤハシチ ドリ Chinis　 aiba Yellow-billed　 sheathbi111 o 1
同 定 不 能 鳥 類 Unidentifiable 8 96 104




ベ ー ン ン ノ7:毎1二 おrrる マ ダ ラ ン ロ ハ ラ 三ズ'ナ ギ ド リcp亡erodromainexpec亡a亡a)の分ン布
小゜ ・破 喬 雄 ・ 田 中 博 え 吉 田 秀 嗣
(rt仁 メ(ノkノ 至'1仁 」羊/石サ♪
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報 鵠 ゴ添 轄 動 静 域 噸 舗 石 を 晒 中L・ 外 法 或 噛 舖 布Egg・ 地 下S5.乏
〃・1=方 う 目的 で/9ク7年 以来 」仁浮1毎 域 へ出 向 く の1三め 外 洋 域 はOpel、 ん1ζ1、eとな リ マダ ラ ン ロ
訂径舶 のノ4房π二毎ピ7海 鳥 葺騒 五i〈〒ク て釆7三 。 この ノ、ラ ミズ'ナ ギ ドリ1まノ世Zoフ短鳥 とフ)妾葺ノ合 を避 」†
ラ ラバ㌧ リ ン7海 ては ノ979・4r,19Z・ 午 ノ99iE・1!,S・ltZi,とE;ZらUl5,こ5に、 こヅ 鵬u確
!ラ23・if(;M.Mrp)$・,)・z・'i935・ ・a(Sanez>の 主tt　 精 勤 が 勝 ・kて,,・ …　 thyiLAi」 餌 環 境 癖 愛
て7　・v　2　fi　・　aeqlSx行.た ので 到1う 哺 果 動 熾 盛 ・蔽 当 駅 助 ・5年1・ 判 醜
か5マ タ'ラ ニ ロ ハ ラ 三ズ アギ ド ソ に フ リτ報 命 石}域t夢 イヒす る:M、 拭推 察、さ唄5.
一1ペ ーリン7";百t;　{Kiヤる マダ ランロハ ラ三ズ アギ ド リの出 動翼 状 巧し.
Census　 Period
(A)(B}
文七ラセ　ユ あ コ　むセムユ ド　コ
,::;。21,言 霊s鵠 窒 灘 二 ・・ウ…S・ ・… ウ・・2S・ ・・… 叩・
31May1980 189-1911:302560 0 0 0 3.8-4.O









t:　 Mottled　 Petrel,　 t★:　 B/A　 x　 100　 =　 2
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エ ト ピ リ カ に さ・け る 年 令 指 標 と し1の7今 ベ シ の;し肝 。w
田゜ 中 博 之 ・ 小 城 春 雄
(北 大 ・7k産)
〈目的 〉 エ トピ゜リ カ(∠ ・・4α 乙乙・応 τ¢)ほ 北
太 平 洋 亜 寒 帯 域 に広 く 分序 す る;毎 鳥で`、 そ の
生 馳 ・∂巧 ・1.h1・ffa・ て も約400巧 羽 と推
定 で 似 て い る。 ま た 、日本 の母 氣皆式 →すノア マ ス
ミ恕 嘲1魚巣 にこみい て 事ち気死'でfる 》毎鳥 の糸り2割.
数 巧羽 に達 し て し、Z)。 レ 勺'レ 、そ の 生 息 萎気,
・魚紅 の関 連 に も ウ・ウ・わ5す .生 理 生態 に閥 「ω)-r(・)と な り
す3惰 鞭 弓不・足 して い る。エ トピllカ の 年 令 －F(4)とtJる3段 階 に 整 玉里さ 似 る
乙ε日らつ・に 可'多 こ と は 与 の 生理 生態 を日日らカ、
二 づ多上 り 一30と 庵 るば ウ、リで な く,サ け マ 戸(3)-F(4)の みで'あ っ たの でF(o)-F(z)ザ ブ
ス蘇 方㌧ 瞬 鳥 個 体 群 へ 与 え 諦 響 を突・るF(・)-F(の への 変イしは 性 鵬 熱 にえ流 し て 、、
上 でag-・ ・あ 乱 ま ち 残留 性 の 高 い 媛 競 る と纏 で き う ・ ま た 、近 縁 種 の ニ シ ッ ノ メ
染 歩幅 の佑 礪 績 現 象 纐 θ閑 語 懸 ヒ 儲 ド つ(砺 ・鋭 止 口 ・・…)で 鮮 ・・剛 の 根
r=・3う 。8禰 ・出 現 弱 のはi-2か 初 回繁 殖 年令 ・耳
〈方 三訂 言訳紳 朗73八82#り 夏其qに 、 へ・一 り4・ ・5才 で あ1)、 嘲 と エFt°`)プ ・に あ ほ
㌧ゲ痺 」T、T・-Nソク三号鵠 む膀 胱 太平 洋 で め ると「(Y)は ・2・F(。 〉・91-2オF(り～
つ ・ぼ 二1論 詰 霞 網 し三野5eLし 「弍 の で あ る.「(2)・ 」2-4ちF(ルーF(4)・ 」4・v5'21し
つ 却 渓 三胎 ・ ウ噴 霧附 や味 発 達 で 黒 ず ん く・貼 れ 以 上 と な る・ つ ㌫ 一 と絶 交梅 令
、い 競 願 「け))ピ ロ1う 鶴 粉 状発 達 し、 ヒの 関 イ細 頚 ヰ賃の域 を 卸;い ザ ーF'ut-t…a)数
乱rrcwザ 〇 一 十(F(o)へ 「(4))の6段 階 に 分 つ＼53～4の 成長、段 階 ド分 け る こ とiJ6「 省乏と
1フ、 、ズ ス メ ス30イ 固体 ず っ「;(3.1に 示 しtc日 考 え5本k。
言95イ立(Mea5utrem,ent　 l　～ 日)を 三欝ll起しt三 。 一 一ー＼
蕊 躊 纂鑑毒纈 ユ㍑ ∴言s＼
様 に ま と(ダ)う 眠 る 。
2,6,ワ,8・ 、li(/)くo、o/)
3:「(Y)→)・5「(o)ま ゴよ てパ9(ユ)つ'づ 「(3)の 間
て"麦・イし・PN・・見5叫 べ る・。　 MeaSukemer、 七1,3'
q,IO(ρ く0、O/)
つ ま リ ノフ 今IVシ のIN長.ll]幼 、鳥 ノヲ イ フ゜(「(Y))
DX5会 合 線 方 向 却 叙 ララ向 へ の 成'長+ノ 鳴9　 Wt
,そ の 後 上 ・紅 涙 長 しF(う)
。 そ し て 、
6月 の 言本来斗に あ・い てt2Uo歌 口 バ雁昆寮 さ 弘 仁 の{弓
1:変 イじDX"痘L【づしKな[し 、。 目eaSuvement　 ∠1'ib
2・F(Y)パF(・)禰 で唆 傾v駆 水 そ,、, .、.Mea。uremen,。。,。h。b…
の 後 ・変 イじ ウV見5」4㌃ い 。MeaSutrement　 ofaTaftedPuffin.
Tab1。 　 1.　 M。an　 lenq七h・(㎜)　 ・f　 ll　 mea・u・ement・ 　・f　 th・ 　bil1　 ・f　 Tufted　 Puffins・
measurement★
　 　 　 furrOW
sex　 　 number


































































































































o二{Fa・[Dラ 台.2日 ロ ヲ乙ヘー.牙 三)ll'}真 三吾
(広 島大 ・生物 生産 ♪(棄 プぐ ヲ毎洋研)(高 知 丈 ・理)
鵬 輕ラ腕 一纏 に繍 穏騙 綴 織 讐 ㌫ ㌫lll㌢1
勧 亙 の短身脚 ・集 中 し埼 勧 れ5.ま
た ここで体 周二午吃通 じτラ導水ラ{顕富有とめ乙イ食(結 集)
〈'か 鴻 風 化 が岐 に 乙王省鋤 彫 あ 乙肱 岬 解a・ ・6fl4V/¥・ ・zＬt,試 料
3。 このよ 琢 理麟 ・イ粁 τゆ 鵠 筏 潮 脚 ⑤幡 屠 瞬 麹 中筋 角継 極肌 劇 短 あ.
縫 か ・舳!突 晩 漱 恥 峯議 しフフZl・5勧 ㌧構3嫡 約(α ② ブ・zLe.93・θnz'・　to
贔㌻,誓岳羅欝欝篁蕊㌶質;;言霧 巖㍍㌶霊㌘㌘∴ 翅翼
ゴ 掟 纐 点 か5,ラ 毎ラkr-・・>hlk455の 禰 練 加 工 ノ・崎 脆、継 ゆz"・"ic・ 鴎 癒
状 況 老£穐5目 的 乙 ク ユ∫次南極 醜 陣払(ど 一ク 亙迎 乏ノ試執 三)-L・'(aヅ亡君.くれz3・ ～
コARE2㌘/983-/97s)の秒 冬旦A内ヰr二粒 細 θ月と灸/、増・クoか皇;ψ した、
輔 擦b砺 纏 験 鍬 龍 ので 予esbbt:4&　 DOの 糠 曲線 時 嫌 ラ鄭 練 ご/鵡 軸
倦 裾 ・ 鋤 識 ナ璃 ・〈,肋 後 毛 £週 内 程 葭 晒
発 毎歳 少百 、した.
(方 弦)pH`よ 試 料(D,②,③ τ麻難 便商知 後7自分 鞭 簸
に 弔いた粒 菰 石像 拘試 料{訳,吋 ・ 向程イ塗下 とたのぷ 勘 に回復 した。試 料 ㊥ τ
h£eeMS－地 馳 確 者 粁 桐 一点,(St.3)f鋤 θ纐 勧 低 下 し_方 ⑤ の表層 雄琴鏑
づ ノ98笄 リ ユAk　 F£kElzした)肋5種 類 τ 躬.訓 矯 ゾ軌 し3.-b・。 た。
(D二5-m尾 のセ デ ィメ ント十 ラ・ンプ ゼ柚 隼 乏 また名将 粒 ⇒慧式判 の主 つplno∫Pt4.rti,se　iilL　"・g.　a)
九砒 輸 蝿 轍 僻 峰 頭 佐 調 生れ 蛉 詰 あρ一刀・卿 鳩 之
龍2気 魚 崎 び ン+・1-5ソ フ゜ z哺 恥 砂 幼 疵 拗 解 墓顧 ・z,一/'・ ・一,・,
thた μ 較 創 下層 の貌樽粗 手。 ブ,ノo.1・"eの 名 務 嚴 ブ 話性 を測 定 したtこ
③ ジ トッ トプ ラ;71-一 輪ン(X×Bメ ・β エ)3,魏 触 ・k弔 離 馬 脳 一/ダ ・v・ 醜 つ
・3):ネ ッ1-7° ランク1一 ン(aqSAメ ・戸 エ)盆 な 村 創 生掘 如 も のの.ダ/0.迦 ℃ ブ
⑤ 凄 篇 噺 舗(エ ク マ7aラ の のうも性 岨 づ 絨 牲 低 く/お こttt・判 θ1斗畦.
こ幅 の粒故親 縄 為沖 喋i雛tた 無 期餅 のa酬 健 化とし－Z…　ts、　轍
腱 で 一/・ケ 乙゜のインヰユ↑-9一 中L齢 ネ嘲 峨 厚礒 包Lひ ・磯 覇 桝 が難 末
件τ得蕨 ら 粒 騰 齢 の往時動鴎 測定 し餉仁(鳩 つ魏 堆齋 勾蝋uZ全 噌 を翻
仁 効触 目(揃.欄 の乾鍾,乙A∠岬 解,こ 埴 ダ蝿 旙 。た.
裟錯誤㌘。♂鱒鄭 『思2擾 七;警薯㌍‡・峯警鷲 鷺
同僚 肇葺 鉢 中つpH　 醸 イ真 手象勤 ン(集 う帽 搬 馳 のとね 粒 状 有職 茄 繊 の
DエPフ'涼 客有機 集 り〉 ゆop)の 変イし 窃 κ下z"毛 かle－ジラ古発(窃 角与之れzuり こt
主軸 ・た.鶏 趣 向・銅 牌 鍋 か」/・月 輪 β貧相 毛の莇7。 二 残 概 劾 舶
ぎτ・酵 ⊃品EfEi>z"恥.紅 短期 向の望駐 きこ・π充 　 POC、 ρ・・V、ρP友 渕 嫌 し
と ・Z.・取 綱 も瞬 ビソ恥 饒 幸し'上 縛 沸 醜Z碑 既 報 縦 盒 の,綱
貼 義 疏 襯 の一ノ・S°e乙訪 隠 函舞 糠 、の翻 ・下でつ手漉 鵬d譲 囁 き蛇 行 お 予
量 屯ウィン フラ三 ゑにisソき+到Lた.i～ に,泡 沙郁 。
有楮萌 今月羅孝家のイ6盆下Z'の・働 きを知3た り
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イ ン ド 洋 及 び 南 大 洋 に お け る 表 面 海 水 中 の
リ ボ 多 糖 の 分 布
、冨 永 裕 之
(名 大 ・水 圏 研)
1.緒 言
リ ボ 多 糖(LPS)は グ ラ ム 陰 性 菌 の 細 胞 壁 外
膜 を 構 成 す る 物 質 で 様 々 な 生 物 学 的 活 性 を 持 つ
こ と が 知 ら れ て い る 。 海 洋 の 細 菌 の 大 部 分 が グ
う ム 陰 性 菌 で 占 め ら れ て い る と い う 知 見 か らL
pSは 海 水 中 に お け る 細 菌 数 の 指 標 物 質 に な る
と 考 え ら れ て い る 。　 Lev.inら はLPSが カ ブ ト
ガ ニ の 血 球 抽 出 液(ラ イ セ ー ト)を 凝 固 さ せ る 現
象 を 利 用 し て ゲ ル 化 リ ム ル ス テ ス ト を 創 案 し た 。
そ の 後 、 ゲ ル 化 に お け る 機 作 の 生 化 学 的 研 究 の
発 展 に 伴 い 発 色 合 成 基 質 の 開 発 が な さ れ 、 リ ム
ル ス テ ス ト は 客 観 性 及 び 感 度 の 両 面 か ら す ぐ れ
たLPSの 定 量 法 と な っ た 。 し か し 、 カ ブ ト ガ
ニ の 凝 固 酵 素 に 関 す る 最 近 の 研 究 結 果 で は グ ル
カ ン 系 の 物 質 に よ っ て もLPSの 活 性 化 が な さ
れ る こ と が 明 ら か と な っ た 。 そ こ で 著 者 ら はL
PSの み に 活 性 が 高 く 、 か つ グ ル カ ン 系 の 物 質
に 反 応 し な い 新 し い 定 量 法 に 基 づ い て 海 水 中 の
LPSを 測 定 し た の で 報 告 す る 。
福 井 深 田 中 重 則
(清 水 市 環 境 部)(生 化 学 工 業)
定 し た 。 標 準LPSと し て 、　E.Coli　 Olll　 B4株
2.方 法
海 水 試 料 は 開 洋 丸slBEx-n(1984/85)航海 に お
い て 採 取 さ れ た 太 平 洋 、 イ ン ド 洋 及 び 南 大 洋 の
表 面 海 水 を 用 い た 。
試 料 にESテ ス ト溶 液(生 化 学 工 業 製)を 加 え,
37℃ で 反 応 さ せ ジ ア ゾ 化 後 反 応 液 の 吸 光 度 を 測
か ら 得 ら れ たLPSを 用 い た 。 本 法 は 高 感 度 の
た め 、 用 い た 実 験 器 具 や 測 定 中 に 他 か ら のLP
Sの 混 入 が な い こ と を 注 意 し 測 定 を 行 っ たv
3.結 果
表 面 海 水 中 のLPS測 定 結 果 を 下 図 に 示 す 。
各 海 域 に お け る 平 均 値(nf;/ml)は 太 平 洋1.11±0.
522(0.454～2.55),イ ン ド 字羊1.64±LlO(0.580～5.
68),南 東 太 平 洋:南 極 前 線 以 北L64±0.680(0.75
0-2.84)及 び 大 西 洋:亜 南 極 域|.56±0.273(1.21-
1.83)と な っ た 。 又 、 南 大 洋(南 極 前 線 以 南)に お
け る 平 均 値 は90°U線0.970±0.46,0(0.414-1.54),
東 部 ド レ イ ク 海 峡1.70±0.604(L14--2.61),30-2
0°W線1.64±|.12(0.354-3.30)及 び12.5°E線0.
724±0.276(0.403-L24)で あ る 。LPSの 緯 度
変 化 は 南 大 洋 に 向 か っ て 減 少 す る 傾 向 が 見 ら れ 、
求 縁 に 近 い 海 域 で は0.354か ら0.542と 低 い 値 を
示 し た 。　 LPS/Ch⊥.-a　 比 もLPS量 と 同 様 に
南 大 洋 に 向 か っ て 減 少 す る 傾 向 が 見 ら れ 、LP
Sと 細 菌 数 に 相 関 が 有 る と い う 報 告 に 基 づ け ば
南 大 洋 は 植 物 プ ラ ン ク ト ン の 現 存 量 の 多 さ に 比





































Differentiation of Various Populations of  Dallis and True's Porpoises 
                        Using  Organochlorines as Tracers
AN. Subramanian, Shinsuke Tanabe and Ryo Tatsukawa
Department of Environment Conservation, Ehime University
     The widespread use of  organochlorines in almost all the countries made them ubiquitous in 
recent years. They have no natural back ground level, highly bioaccumulative and are not easily 
biodegradable. Because of the different bioaccumulative capacities of different animals to these 
compounds, organochlorines can be used as the ecological tracers in the aquatic environments. 
In this study we attempt to delineate the population structure and migration patterns of Dall's 
porpoises living in North Pacific and surrounding seas, by using the concentrations and compositions 
of DDE and PCB in their blubber samples as chemical tracers. 
     Specimens of immature and mature males of both  Dall's (Phocoenoides dalli, dalli) and True's 
(Phocoenoides dalli, truei) porpoises collected from Bering Sea, Northern North Pacific, Western 
North Pacific, Sanriku coast, Pacific coast of  Hokkaido and Sea of Japan were analysed for PCB and 
p,p'-DDE concentrations in their blubber samples.
     Concentrations of both the chemicals in these specimens varied with sampling locations. The 
PCB concentrations in  Dall's porpoises were the lowest in the specimens collected from Bering Sea 
and is more or less uniform in the specimens collected from other areas. In contrast the DDE 
concentrations in these specimens showed a wide range of variation as Bering  Sea< Northern North 
 Pacific< Western North  Pacific<Pacific coast of Hokkaido = Sea of Japan. Hence as a result 
PCB/DDE ratio in the adult specimens ranged as Northern North Pacific = Western North Pacific> Bering 
 Sea>Pacific coast of Hokkaido  = Sea of Japan.
     Differences noticed in some Truei specimens 
with the Dalli specimens collected from Northern 
difference rather than species difference.
collected from Western North Pacific when compared 
North Pacific can be considered as due to location
     The composition of PCB isomers and congeners were estimated by injecting representative samples 
into GC-MS and the interesting factors observed are : 
1. The specimens living in colder waters (e.g. Bering Sea) accumulate higher proportion of lower 
   chlorinated biphenyls than those living in lower latitudes (e.g. Western North Pacific) revealing 
   a clear geographical distribution of different populations. 
2. The PCB patterns did not differ much between the adult and immature specimens caught from the 
   same area, inspite of the wide difference in the concentration values, showing the fact that the 
   PCB composition data in any of the male specimen can be used to explain the geographical and 
   ecological differences in these organisms. 
     On the basis of these above observations it can be easily concluded that the extent of usage of 
the chemicals in the surrounding countries, coupled with the current patterns in the area determines 
the extent of bioaccumulation in the organisms in seas and oceans. By analysing the data on the 
concentrations of PCBs, DDE, PCB/DDE ratio and the PCB composition in the blubber samples of  Dall's 
and True's porpoises, four or five distinct populations were identified within the geographical 
ranges of the present study, as living in 1) Bering Sea, 2) Northern North Pacific, 3) Western North 
Pacific 4) Sea of Japan and possibly a fifth population at the Eastern coastal regions of Japan. 
Some small scale migrations of some vagrant individuals may be expected, but it can be assumed from 
the present study that the migration of an entire population from one area to another does not exist 
in Dall's porpoises. 
     By their higher concentrations of DDE, very low PCB/DDE ratio and similar PCB patterns the 
specimens caught near the Pacific coast of Hokkaido and Sanriku coast of Honshu were considered as 
the migrants from Sea of Japan rather than from Pacific, or the possibility of the existence of a 
separate coastal population of porpoises living in the Eastern coastal regions of Japan ranging from 
Hokkaido coast to Sanriku coast (the southern limit of Dall's porpoises) can also be expected. 
     By all these observations on the population structure of Dall's porpoises in this study we 
would like to suggest that, since no large scale migration or intermixing were observed between the 
four distinct populations of porpoises in the study area, continued commercial catch or even the 
incidental death of porpoises caught in salmon gill nets in certain localized areas may cause a 
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Brydz　 Bay　 に お け るB-ooming　 現 象
福 井 深
(清 水 市 環 境 部)
1.は じ め に
BIOMASS(SIBEX-1)計画 に お け る 開 洋 丸 の 調
査 は 、 パ ッ ク ア イ ス 融 氷 期 に お け る オ キ ア ミ
の 分 布 及 び そ の 生 態 を 把 握 す る こ と 、 又 南 極
前 線 以 北 か ら の 海 洋 観 測 に よ り 南 大 洋 の 海 洋
構 造 を 把 握 す る こ と 、 な ど を 目 的 と し て い る 。
本 報 告 はSIBEX-　 1調 査 航 海 でBloomingを 呈 し
て い る と 推 測 さ れ るPrydz　 Bayの ク ロ ロ フ ィ!レ
ーa及 び 栄 養 塩 の 分 布 状 況 に つ い て 述 べ る 。
2.方 法
イ ン ド 洋 区(Mac　 Robertson　 Coast沖)の65～
75°E,61～ パ ッ ク ア イ ス 縁(64°S)ま で(1983
年12月4日 ～24日)をLeg.1、同 経 度 海 域 で63
°S～ パ ッ ク ア イ ス 縁(67～69°S)ま で(1984
年1月19日 ～2月3日)をLeg.　 llと し 、 お の お の
23及 び33測 点 の グ リ ッ ド観 測 を 行 な っ た 。 又 、
75°E線 に 沿 っ て46°Sよ り 緯 度 に し て2度 お き
の 南 北 縦 断 観 測 も 実 施 し た 。 栄 養 塩 は リ ン 酸 、
6s'E η ゜ 75°
61.s
大 朋 和 裕 岡 部 史 郎
(東 海 大 ・海 洋)(東 海 大 ・海 洋)





















画一110m層 に お ける 水温 の 水 平分 布(Leg.1)
し 、 ク 口 口 フ ィ ル ーqは 蛍 光 法(TURNER　 Mode1
111型)に て 測 定 を 行 な っ た 。
3.結 果
75°E線 に 沿 っ た パ ッ ク ア イ ス 縁 の 観 測 点 は
Leg.1、63°S(1983年12月12日)及 びLeg.　 n　、
Brydz　 Bay湾 奥69°S(1984年1月30日)であ っ た 。
Leg.1,Leg.Hの氷 状 か ら す れ ば 、 約50日 間 に
緯 度 に し て 約6度(360マ イ ル:648km)流 氷 帯 が
南 下 し た 事 に な る 。
Leg.　 1の10m層 に お け る 水 温 水 平 分 布(画 一
1)は マ イ ナ ス 水 温 が 広 く 分 布 し て い る が 、 一
方Leg.　 nで は 流 氷 帯 の 南 下 に 伴 い プ ラ ス の 水
温 の 占 め る 割 合 が 多 く な り 、 特 にBrydz　 Bayは
湾 奥 へ 向 い0.6℃ か ら1.8℃ と 高 く な っ て い る
(図 一2)。75°E線 に 沿 う 水 温 鉛 直 分 布 は68°S
の50m以 浅 に0.5℃ 以 上 の 表 層 水 が 分 布 し 一1.5
℃ 以 下 の 陸 棚 水 と の 間 に 水 温 躍 層 を 形 成 し て
65°E70'7S°
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 6rs
画一210m層 に お け る水 温 の 水 平 分 布(Leg.n)
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い る 。 こ の 表 層 水 に1.0μg/2以 上 の ク ロ ロ フ
ィ ル ーaが 見 出 さ れ 、 特 にbloomingを 呈 し て い
あ
る と 推 測 さ れ る 最 南 端 の 観 測 点(69°S)の30m
層 で は 、3.06μg/2が 測 定 さ れ た(画 一3)。 ク
ロ ロ フ ィ ル ーa積 算 濃 度(0-150m)はBrydz　 Bay
西 側 で75.3ag/㎡(72-29.E,68-13.4S),75°E線
で は194ng/㎡(69°S),157mg/㎡(68°S)と な り
67°Sで は31.4mg/㎡と 急 激 に 減 少 し て い る 。
栄 養 塩 の 分 布 状 況 は ク ロ ロ フ ィ ル 一旦濃 度 と
図一375'Eに 沿 う ク ロ ロ フィ ル哩 の 鉛 直 分 布
逆 相 関 に あ り 、10m層 の 水 平 分 布 か ら も 明 ら
か な よ う に69°Sで 最 も 低 い 値 と な っ て い る 。
75°E線 に 沿 う リ ン 酸 塩 は66-57.2Sの1.92μg-
at/2が69°Sで は0.30μg-at/2に減 少 して い
る(図 一4)。69°Sの30m以 浅 は0.30-0.74μg-a
t/2と 低 い 値 で あ る が 、50m以 深 で は2.24μg
-at/2で 海 底 ま で 変 化 は な い。 ケ イ 酸 及 び 硝
酸 も 同 様 な 傾 向 を 示 し 緯 度 又 は 鉛 直 方 向 の 著
し い 変 化 が 伺 え る(画 一5、 図 一6)。69°Sに お け
る ケ イ 酸 は リ ン 酸 同 様30・-50m層 に 大 き な 変 化
を 示 し,表 層 の8-18μg-at/2が61μg-at/　aと
増 加 し て い る 。 又 、 硝 酸 も10.5-15.9μg-at/
2が29.5μg-at/2と な っ て い る 。 一 方 、 塩 素
量 の 変 化 は こ れ ら ク ロ ロ フ ィ ル ーa及 び 栄 養 塩
の 変 化 に た い し て 少 な い こ と よ り(表 層:34.03
3,50m層:34.367,300m層:34 .51)、 表 層 に
お け る 低 濃 度 の 栄 養 塩 は パ ッ ク ア イ ス 及 び 水
翻 に よ る 希 釈 作 用 で な く プ ラ ン ク ト ン に 摂 取
さ れ 枯 渇 し た も の と 考 え ら れ る 。






























図 一410m層 に お け る リ ン 酸 塩 の






図 一510m層 に お け る ケ イ 酸 塩 の
水 平 分 布(Leg.　 ll　)
図 一610m層 に お け る 硝 酸 塩 の
水 平 分 布(Leg.　 H)
24
A-V-4
南 極 定 着 氷 中 に 見 出 さ れ た 微 細 藻 類 フ ロ ッ ク
1.緒 言
南 極 海 定 着 氷 域 で は 、 海 氷 中 に 多 量 に 存 在
す る 微 細 藻 類(lce　 algae　 )に よ っ て 緑 褐 色
の 顕 著 な 着 色 現 象 が 起 こ り 、 沿 岸 海 洋 生 態 系
の 一 次 生 産 の 中 て 大 き な 役 割 を 果 た し て い る 。
lce　 a|gaeの 　 b|oom　 と も 言 え る こ の 現 象 は
春 か ら 夏 に か け て と 秋 季 の 年2回 起 こ る が 、
海 氷 の 成 長 期 に あ た る 秋 季 の　 bloom　 に つ い
て は 観 察 例 が 少 な く 、　 seed　 populationが何
に 由 来 す る か な と に つ い て は 明 ら か で は な い 。
こ の 時 期 、 植 物 プ ラ ン ク ト ン は 盛 期 を 過 ぎ 、
lce　 algaeは 離 水 に よ り 海 中 に 浮 遊 し て い る
と 考 え ら れ る 。 ま た 、 沿 岸 域 で は フ リ ザ ー ト
な と の 強 風 に よ り 底 生 生 物 起 源 の 断 片 が 海 表
面 に ま で 運 ば れ る 事 も あ る 。 従 っ て 気 温 が 低
下 し て 海 氷 が 厚 さ を 増 す 秋 季 に 海 氷 下 部 で 起
き る 着 色 現 象 は 、 可 能 性 と し てa植 物 プ ラ ン
ク ト ン 、b遊 離 し た　 ice　 algae.　 c底 生 性 の
微 細 藻 類 、dそ の 他 の 群 集 の い ず れ か に 起 源
を も つ 種 が 増 殖 し た た め 起 き た と 考 え ら れ る 。
演 者 は 、1983年 昭 和 基 地 で 越 冬 中 、 周
辺 の 定 着 氷 域 で 秋 に 海 氷 中 に 取 込 ま れ た 微 細
藻 類 の フ ロ ッ ク を 多 数 発 見 し た 。 こ の フ ロ ッ
ク 中 の フ ロ ラ を 着 色 水 中 の　 lce　 algae　 の フ
ロ ラ な と と 比 較 し た 結 果 、　 ice　 algaeと の 関
連 な と に つ い て 若 干 の 知 見 を 得 た の で 報 告 す
る 。
2.材 料
昭 和 基 地 北 方 、 北 ノ 瀬 戸 海 氷 上 に　 Stn.1を
設 定 し 、 直 径 約7.5cmの 氷 柱 を 採 取 し た 。
こ れ を 水 平 に 切 分 け 融 解 後 、 酢 酸 ホ ル マ リ ン
(1:1)で 固 定 し 、 検 鏡 用 試 料 と し た 。 試 料
の 海 氷 中 で の 部 位 、 採 集 し た 日 を 右 図 に 示 す 。
3.結 果 と 考 察
新 成 水 中 へ の フ ロ ッ ク の 取 込 み は3～5月
に か け て 起 こ り 、　 frazil　 iceと 　 congelation
lce　 の 両 種 の 海 氷 中 に 見 ら れ た 。 大 き さ は 最
大1　 cm　 程 度 で 、 淡 黄 な い し は 茶 褐 色 を 呈 し
渡辺 研太 郎(極 地研)・ 佐藤 博雄(東 水 大)
て お り、 秋 に 海 氷 下 部 に 発 達 す る　 　　 　 　 　　 　 　　 　 　 　　 　 　 　　 　 　 　 lce　 al8ae
群 集 が　 aggregation　 を 構 成 し な い の に 対 し
て 明 瞭 に 区 別 さ れ る 。 光 顕 レ ベ ル の 観 察 て は
群 体 を 形 成 す る 種 が か ら み 合 い 、 細 胞 中 の 葉
緑 体 の 形 、 原 形 質 が 充 満 し て い る 事 か ら 、 採
集 時 点 で は 増 殖 能 を 有 し て い た と 推 定 さ れ る 。
ま ず 、 フ ロ ッ ク 中 に 多 く 見 出 さ れ た の は 連
鎖 状 群 体 を 形 成 す る　 Odontel⊥a　 L阯L&[皇 鎚 と
tube中 に 群 体 を 形 成 す る エ」r,92.p」」1ρ「㎎ 」1Ssp..
そ し てsection　 L堕&LL皿P並 に 属 す る
Ni　 2　chla　 spp.だ っ た 。 一 方 秋 季 の 底 部 着 色
層 に　 ice　 algae　 と し て 多 く 出 現 し た の は
1Pt.LgSLt.g-S.LgJ1Lal　directum.　 群 体 を 形 成 す る
出2."1エ 血a"とN－ は2."ser　 La.垣".前 出 の
亙LLz.spp.　 (sect.　 Frag.　 )　な と で あ っ た 。
こ の2つ の 群 集 に 共 通 し て 多 く 出 現 し た の は
皿 エ.　 (sect.血8.)だ け で 、 他 の 出 現 頻 度
の 低 い 種 に つ い て も 共 通 し て 出 現 し た の は
Chaetoceros　 dichaeta,　 阯t2.　 CＬosterLUm
な ど わ ず か だ っ た 事 か ら 、 二 群 集 の 起 源 は 異
な る と 考 え た 方 が 妥 当 で あ ろ う 。 現 在 各 種 藻
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Stn.1　 で の 海 氷 中 の　 chl.a　 分 布 と 検 鏡 試 料
(F:フ ロ ッ ク 、B:底 部 着 色 氷)の 採 集
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多セ メ ㌧(4◇ つ伽 ・～70c,、,Wt)を 痢 いて婁1庭 産 そ セ皐Mう1引3,そ の辟蜘 二」,て 百里 吟
毒'蕊㌫纏㌫鷲翼霧 ま瞥㌘纒;藷纂認驚響」ζ㌫1
㌘驚姦鰯巖黄ご媛縞合蟷
螂 ぴ,場 菰 微 虚 しβ値 雄 軽 しβ。 哺9・ マθ磧
閉(22:00～02こoo)　 の 口瞬 弓ほ1ゴOで あ
.β もの机 朗1暗3と 石質癒 坤 悔 し,





ナ ン キ ョク オ キ ア ミ の 定 着 ラk下 で の越 冬 生 態 、
頁召 加 美t也 周 辺 の 場 合
゜
)ll　sつ・弘 一 ・ 石 川 愼 暑 ・ ネ公 田 シ台
(東大嘉 ラ竿石刑(高 知 大)(広 島 大)
〔目 的 〕 天 上 ∫.D.),四1・ ・仲5± …6{漏 側 直
B脚 基 地1誕 の 定 翻 く下 ピ ナ ン キ ・7iを 示 し,9fil=0・35'Ci10・2・6・稲 に1ρ ら
キア ミ(enLPttPt-,以 下オキア ミ8to・340ヒ 次第 に高 い値 を示 した 。5一 ワ
と呼 ぶ)が 冬 期 どの よ うな ノ主治 を して い う か 目ヒ9-9月 向 のイ直の差1=はo・i%レ ベ'1レ)
綱 らカ・1怠 るZ)と を 屋的 ヒ して,生 醜 、 ワー 8日 向 自 射%肉 レの危険 率Z肩 章差
酸 素消費量 の季節変化,・食性り俸組 成分り変 が認め られた.日 月ほ測 定値 力㍉ 掴 め尋 ピ砕
化 を調 べゴそ。
〔方三菱、〕
/984享5、7/8 9,/0月 に 凍才ン
クル敏 の涌 の水 彩 争4伽 の 地 臭(sf・・.2)合 蜘 ・ら蘇 報 駈 れ て・'圏 直蝸 ・べ ・・の
ピ ライF・ トラ 、.プiz,#り オキ ア ミ稼 集 を行 値 ゴあ ろ.こ の値 か9月 、U日 の値 ヒ5FRの
躬 た.株 果標 本の鴎 ・蘇 ・汁 鱗 の も イ直鵬 師 岡 に位 置酵 北 を考 慮 訪 う と庭
のに1士,ぐz壷 の てよく,実 験,刻 足 に用 いだ 。着氷 下この 象含 にみけ うオキ ア ミの 呼 吸 量 も
三碧層 厚.ラ6「ftラ 、ソプ を定着ラk直 下 、 中 ラまタk[或`こみ けろイ直ヒ太・体 同 じ し.べ1レにあ う と
忌 萄 互 の3層 に 嘲 弄設 置 オ る二eに よ り調 推 定 刮tろ.ま た 定着 氷 下 ご/瞬 オ ゑ才 キ了
・互 .rf。1司 躊 に ラづ トを着 し斥 コ)ト ロ ーiレ ミは1字 目に,夏 の浮 木 以 ス・7定着 氷 域の オFキ
←ラー,プ を段、＼ しオキ アミ に走路 生のあ ろiア ミの}4ん 垢 程 度1・酸 素・均質量 を低 下 芝
こ 躍 認.三.醸 ラ酸 董測 畑 江・才 子ア ミ 撹 ・喝 ジと廟 肪 力'副 ・巳 ・れ ほ餌 の
を罰 則 司錦 緩 圧齢 謳 趨 るも の を 藪 乏 し・環 境 罐 翻 へ の よ い)超虹で あ ろ.ま
s5・ この口話 τ 兜伽 腰 銭 ビ・に勘 一 勿 ン 驕 月 稲 四 測 定イ直aバ ラ ・ソキ誠 勧 係 数
ク ラ づ 五で行4追 滑 硫(酸 欠漫1顧 錨 でレ厳 行 と5el・c、 ・4SL・ 「7fil・・LLF7_0,
月tA嘲 に有意晃 ほ孝ゑの らdへねい ・1目 のく直
1EF,り ユ。ツホルム湾 外 の考 ラk滅 でネ ッ ト探 集
し,し らせ 艦 ヒτ測 定 ・25直r',考 ラk域 沖
体 調 ・時 間 い、壁 駐0、 癌 癬 叶 ピ し
牛段 階 に区・分 し壬 。
〔結 果 とその解 釈 〕
生息層:s9に2回 、6,8,//泓 ・刷
同 行4・ 蔦層9d刷 掃 藻 塀 課,オ キ アミは9
常 に看底 に設 置 した トラ ップ に よ り痒 集 芝れ ミ
る 、と粉 。r=.本 石 屏 障 集 拠 闘 ・3個 ミ
働 特 アミ薩z鏑 椥 力・卿 集抽 た.1
二 の)eか ら.募地 風ユ の憩 冬期4)才 キ ァ ミi1[L
鱗 生巻(レe融 ・Peta.si・　・2LS・)　afi　 rJ　・て
い ろヒ毒 顧 れ る.`O肱 隣 邸 鶴 屋 力住 う
に フれ,ラ づ ト ト ラ 、ソフ こ゜ の 採 集 が 困難 に砧
。た.　 ;.　attlgiig中 の バ,7ゲ ラ ウ ンド照 度 の
高 手 りと ヒ も に オ キ ア ミ の 正 の走 光ノ性 か 弱 ま
うF三 の 乙"あ ろう.
酸 系瀬 量;醐 鶴 屋(m2/h・/9・9ry・u)
に ほ 明 ら か苺 季 節 変化 が 見(う れ ろ(図1).
{の 月 別 手 内位 呼 、5目 に0・4igto・10牛(
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図1.定 、老司く下 で葱 冬 苛 うナ ンキ ョクナ キ
ア ミの麟 三韻 量 の静 座 化.(1恥 雰水 城zあ値)
8月 に ・15∩3,9印 ・・32i,1躰 ・・叫 風 動 嚇 を聯 的1・手初 。ラ〉.とヵぐ鯉Z"あ
嚇 し,太 陽力涙 り始 め臼 へsaにrtlre　 b。
バラ・ソヤが 見られ ∫三。裏方、らjb4にカ＼けZ〃う三則,
定が翰 で砕 いが,得 ら峠 結 果か視 ろ限 備 伽 敷:糎 曇 艶 書 の国際
り、鋤 ・揆 にか・捏 敵 畷 奏請喫 勤 勉 物 球 酬 偏 物 倉曼 の変イ脆 網 版 が
9し 太陽 が全 く出r3い 時期 に最低値 を示 し,ヒ(じ 愛 イヒ犀潟 め ら面 白 か フた 。
ズ～揚 力喉 ・ろ8～9月 に 急激 に有 責 毫 毛増 加 さ　 C/nfee〃 フ月別婁化 毛求 の つク あ 多が諺 果 時
せろ ニヒが 窺 え ろ.二 の変イヒほ 才キア ミ カ漱 朱整産 ガあ3。
呈彫 海 力漕 際々 に近 醜 君 名1(.絹行 い 永
中藤屋 の俵aと と毛 レ勇 鳴 尾 生老1孝 。Z
しa<:ン ≧乙と之痴 レf三・変づヒとタξ之(らしhろ。 また
⊃のtsuake－ 物e彰 誕 瞬 のη髄 珪
|亥廃 し1ら一皇 ノ)づ象化乙"あろク.
胃そ両 度:耕 了 ミは冬期 賭 氷 下引 子、
湯 屋輪 止 註 蛾 を し乙し・ろ.物 質 のそ矯 度
S9別 に調 査 し練 誤 読1に 示 方.劃 定 は
操集後}冒 経 過 した個体kつ き行r!っ た 。An-
tepa　 ・　Neeo　 (ノ?fr2)1・よい1ボ ・3月t・)rキ
了ミ㌧‡8%θ 写研 で骨内)容易 を多賃ん どク リ今 一
お と・、う.㌘ 著課1弓Wも 磯 之 の湯漉
条件 でば始 ん ピの個 体 が堅 雪を末 方 ぼ オ ごあ
多確 、辞 の椥 ・5ftの1蛤 服 障 ごあ 。e・
これ ぼ動 卸 ・〈 らべ差 震代歯 量 宮 丘くめ てい
う時期 に1ポ蓄AiPi化 速 度 も修 下 しZい 多 ニヒ
旅 唆 、乙い う.胡 麻 餉 吸 勧 イ丘晴
朗 であ るが)最 大値 を 示 巧守 月Aの 移 行 其日ヒい織 ゾ露語罐 融 の深






































ナ)キ ョ7オ キ了 ミの輪 行割
金靹 の着痩が粒 キの選択世に与える影響
゜厄 誤 陣 人・大 森 イ言
(東:氏大 豊)⊂ 庚盲、2c責大.フ
サジキョ/7'ナキマミ(E鯉 〈結果 ヒ考潔 〉
畔 壷 ⊃ 噸)の 臨 蓮蘭 綱 確 度 軸 蹴 纐 纈 働 駐 師 ピ7崎
窄大きでに影響さ れる.時 ピ餌料粒子 の太き 冶呵る縦 径 の有布 ∩違 いか5趣 別L仁 。1小
さに揖下 る反応は 、儀耳の質的 な面を考える上 は 、ブこヰ き・勺πヰマ ミの梅餌 に斎 ける餌 潤
て織 味 渠・囎 題て あるにも軸 ・わ 〉'ず.天 然 靹 の椀待合布 鋤 影 響 芝甲 》刷 こ守るた 坊
柚 子の選択惟 にη い一(の・実験之解析 は辻賊的 である.分 布理 ごとに最 も多 く醐 さ 小る舳
悔 い.今 回の茄 膏 では天酷 癌永 を恥 ぼ 餌 俊 士軌 てみる と どの理で七 椥 遷 の
輌 蛉 ラ献 酬 雌6沸 の型bく粒 緬 選択性Kt多 いご一クの看 宿 る粒餌 り七 大型
に与える鳥篭 芝日自5か にLδこうとLた 。 の湘 宇とぶ り多 く榎餌Lて い七.こ のことは
〈方法〉 、ナン キョつ7ヤ:キ了 ミの穫領 が 、ぎ り大理 ハ燗
実験1こR旺 ナ ンキ 。々オヰ?}は 、輪 引 請 じ(鰯 的 に行 わ顕 し、る こと 芒汗 し,
64°上人南の惹壇 で 表層竈豪呼の毛のは稚魚 て いる.領 髄 キ保持勧卑 情 、砺 る・餌椙粒 待
網の水 平曳 で フ1く課5砺 か うi・Om　の七のは 芝境dて 大型粗 手d裡 粒 キの憶「ビ顕著 な
IKMT(MtR斜eqて 採 集L、 違うに.天 然力大 差 が莇.た.サ)ヰ ヨ/7オ ヰ 了ミに 、〕畷瑞 σ)
芝煮トLた 甲板 上の円型フK槽 ⊂∫002)に 移 し 平曲 的進度の寿水 芝与 えF端 金 、粒1保 持勧、(歯音L‡
三i!iのてあ る.実 験に礁 じ(は 、ナ 專は2c陣 ↓壮 の粒 ギ でioO%近 くであ 。1ミの
二お フオキマ ミXGxi}l!　(個鶴 瀬 量1。～ に勾L　 2c恒 補 剛 百 繍11叩 でah・
鞠)・ 嘩(固30～70・ ・8)吠 理 側 ・・ 仁 高 い保胸 章tつ 雛 とイ劇 界巖 畔～360噌)の3つ に類 別 して用 い†三・摸禽実 の猫径 との境零点である髄4引寺・餌 料粒‡粟
散に師 正 面フkは フk齋恒 繭 ・5プ ランク 度 の軌 ヒff.ktSlts　 V」・じ 価 勧
ハ
トポ ガ によ,rtZ水L網 綱 合 嚇 て 長 旅 こ∩縫 との関御 鞠 ら/・て 晒 わ＼
入型動靹 を蔽いE後 、M薯 に庇 じ一(3eNh目合 ・1ミ・↓沢上の結 果は・寸ニヰ ゴ7オ キ了ミが
,-(得 た。餌粕柚 子濃度に敬 聴にFy応 して、高道葭の餌の網て愚喝粒子と濃縮 することによ
実験には)又 万度餌ビ ン芝用い、実験 方方ぐと 想函 ては大理柚 子と 、低幾 度の館 楓沫で国比
満亡 してづ㌻:キ ョ・7オキ了 ミと/～4個 侮(賊 的d＼理の梅 』Fも高い 効率了"穀餌で:き6よ ラ
しK[12A-、中型2.大 理1個 体)入 小†こ。 これ1こ 、醐 榛弍ミ条 動印1こ変 えていく兵hと 苓
之太有 中のホイヨLに 且又り付1寸て回賊 させ 、 ってい るここと示唆 している。
暗条件で和1之時醜 組 ざせ1ミ.温P.ls、 フk糟
内 に麦面菊フkと常1:煮 寸 こと1こよ 。て一 定ど
・保 .‡三。婁餌速度、志、ご二の中の粒 子付石 σ)
変イヒとバ4り1し 加)9-(12・Mmオ リフ
ィス)1こS,て 計滝山 ぞのltrシ 末 伏1講
に毛粒径ごと(ハ摂餌 蓮度'(デ木蓮 度忘測 定L
F-。 デ水連 度ひ うは 、さう1こ餌准髄 子保特効
牽 芝計 算 した。こ刺寸、/個 体で最大の手水
蓮度と示 し噛 踊 往 の保特効拳 玉ゆ。%と
Lて 、そ山ぞ弧の縦 径にボけるテ水速葭ξ相
llYEii:)に喪tri・ものて あゐ.曳 験海j水の一部 と
別に採聴L、ILゴ ー)L固定Uて 持 ち帰 りs倒
立顕櫨 モ固い、(餌栂 粒子と観哀 し七.
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転 糠 彦(葉 姦ズ づ海幸摩⊃ ・遠 離 域(・薩≠研 ♪
目 ξ珍 重 ・睦・な・⇒:産 算当練 と し ご三圭 目aれ8ま ご・の 怖6B闇 の塚苦果 ご"あ ∂.
一:-li多か.キ ∋ ク才 子 アゴE・ph・ ・s・as・・erb・)纈
z庄 沽 更 に は寿 命 な ど,茉 女口の茸!合 が残 さ 賦 現 在ま こ・き丁匿 回め β彩 度 が雄 魂 さ 似,β 個 体 、
∴ う が・ew∂fi7)チ ー?aひ と フ と しご飼 　 )'esGop増 加 が認 め じ 峠(　 Fiff.　a)　 ・虎 皮
盲気嚢 二s当 歳 長 湾繰 が挙 げLlシ似 当.餌 有 間隔iδ ミ昆鋼 本斗区 で 平 均zi.6日,動 物 醐 料
・こ・n　bffi」・e　・灰長 に ン ・'どo鶴 撰 伊Mu「'an。　・t　aご'i-gen57ど/78乙 供 と∠ ど巧曽鼻 佐 読 め 少 縦
・L(1979),lk・d・ ・t・1・(1985)re仁fP61Pte(　9b・prS.無 脚 客 θ辛 功 逡 畑 ♂.授 御 産
ご ・ib.,本 裾 ∂ 伊容 鉦 λチ しrs∂ ・〈・τ餌!=kべ1勃 ど β閤 磁 波 間 編 力暖U.　 Ik・daet・1・
科 と ア七 〒 三 ア/一 フ ソ゜ ウRあ 使 用 し,ヲ つ 人へ995、にょbヒ,ノ 従 来 〃う研 兜aは 鹿波 間 隔 淳
巧 勲 蕩 餌 条 件(植 物 極 と蚕・物 椎 の辮.平 均 に5～ 託68ヒ 研 魅 仁 よ りひ な つ 六 き
重)鞄麟.無 援 飼)下Z・ の本種 の鵡 仁 フ'な 相 異 が み 隻 ぶさ).水 漏f兜 の翁5架B芒Ptら の
・ピ 醜 行 島 た ・4潮 齢 殖 ど;M-・ ・t・L(1979)の 平)47-mp,fo
材 料 ご方差 やP・1eck・t・1・(1982)の 一5・zdyZD./β た 励Xブ ぷ.
開 親 ρ 〆 づSエBEXIIii2ip',eZsTc,?.　 /nvse　 β周 成 長 率 磯 谷 餌 料 区 ♂-9・tt;t/OiO3;」"%》 ン
l　Af58「tJzl　 Et　,ク イ ーン モ ー ド ラ ン 隣 一㈱ 区 と"i¥均 乙・・!い 獅 ・・あ ・ 仁 軽
減 ・物 プ うン 外 ン'マ イ ク ロ ネ ク ト)・ 採 集N餌Ct'i6io.o。4震ザ あ.仁 .　 lkeaa　et　aN・
房み ト(㎜ ・°RI-2°°・°RI-3∞)箴 〃採 集 ゴ 改(1985)aSth:9igmo4,虚6危激8成 長 広,71し
た アシ キ ヨ ク才"eア 三 の ⇒ ち元 気 の 良 いイs体 一たSCffgiasca成 長>4celt　o.oa`"　 ～ ω クoワ 痴 ご
5LS&whの 魚倉(tWO°c)z・,7)!しテ ミ ア/あ3と しevb.本 気験 の 日間 滅義 率 は 一。.Di・[1一
-//,'PRadiと 乙乙蛎 しβ ・斑 ど ρ θfo　 ^一 ・,・53%♂ あ ク,PoP・ya(値 上 な.こ い
の づ 肯ゆ8、 こ)似Saイ 昼休 の⇒ ラ 生春 し 之 い る.
ξ 茅 屋 が東 京 仁全優 乙 、垣 壊 孕 ζ望勘0°C)M・ ・'an。・t・1・(1979)ra・2994月 観 ρ 侵 廟
1・よ 帰 矯 需 誹 市 仁 あ 諌 海 大 営海 洋科 営 成 長 仁 つUと 調 査 し.鼻 毛著 しk、成 長 び 見u2
写 物 舘 〃 麟 課 、験 皇(室 激 ジち ゜c)内 のex)　 似 声体 長紡 ・zo醐 の 個 体 ご副 β当 ・)。。3舛.酬.
k7クli　 fしPtン ス製 木膚(　 rt　iBo.ff主o.Bp　 bのlhalz.92,,。 。a体 長の 増 わDが 見u.a/i6と しご
.こ9YB-T　 pt　,E　.　　　　　 　　　　　 　　　　　　 い る.本 実験a観 察 しE/シ 個 体 のrPZ㌧ 現 査
実験B4Pgeか 引 ら尾 の御 本(体 長 ∋ゆ ま∂ 生存 し,ぼ ぽ 直願 的 な成 長(y・-o(U3X
～453-)左 使 用 し?行.Z.実 験 仁供xt・　Ut　 tB6.ワ2B,/・ 体 長,× ・e数)が 縛 鉋 左
三イ㊨体6!尾 ブ フ番 一号 左/3、,た か ラR製 の1重b物 ン陛餌 料 区 の!Yo.9(体 一長39}6trn・・n)の イ勘 本ど・
2e-1・-1こ 入u4SLK,大 槽 内 仁薄も泡 ス 干D　 v,　 IB当9acz3　 esels.　1年 ご8.初 飾 と や や
一/(ノ!t　ckソ 蓼 か バ`ご蓉ヲfiK]s"u(β.個 鯵 こ多/4任(14皇 ♂あ っβ.
～6のP捧b　 tS$P物 性 ヒ獅 イ生の三寿香 餌 孝斗(
商あS　 T・t・aC・・diti。1血gF・ ・d).ワ ～/ea4Pm
k　Stswew　 (h398th　 T・tra　KRIIILeEと アん
テ 三7)/一 プ 〆 クR♪ ど 与 之 ノ/3・一/Sの 儲
{」練 餌 と した.・飼 育*・E;,毎a勧 孝 友交
Ptし,e-as,糞 魂 、醐 ゑ どapfi2iし.　 nd
皮 が行 形ぷ ご いψ(ば,を の殻 左舞 棄 し戸新た
/こ邊W/at琴 乏一芽之 β.彙 醐 シ笥4>の 鳥羅 「/d・0ク
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オモアミベイオマス の 周期 変動 の可能性 について
一 月 太 郎 (遠 洋 ノk産研 究所)
オ キ ア ミバ'イ オ マ ス の葬 変動 に1刻 す う直.ミ の 肉的 自恕;増 加キ(ト)h・ ・g9/7以 上 で なけ
椿 的 情 蜘 コ非 常 に 乏 い ・.オ キ ア ミの捕 食 者 如 額 ら な 、・と、・う 結 果 力・得 うほ(た だ し
で あ 矯 麟 に 飢 マ 師 ・螂eトit・ 湾 の 力 総 肋 な ・場 創.と ・ うが 託 デ,レ に つ
;ブ イ7V'ラ シ,　 1"lae2uaFle島 の ヒ3ウ ア ザ ンダ ム ζほ農境 変動(正 規沽し数 で表 わ し,昭 知
ラ シ'5・ 威k争ongt'a　 の ナ ン キョ フ オ ッ トt基 地 τ規 則 さ↓{た 日照 孝 の変 動 の経 度 を参 考
イ の騨 購 ∋ 鱒 加 入量 に1斗 一5年 醐 の に した)91B〈 り込 ん だ 場 合 。,ト か 約1、 。 以
変動 の あ う こ と が 報 告 づルtマ い ま)(RounseVe－ 上で あ ↓tlゴ8月うか ζria#1ヨ変 動 が 見 ら 以 た 。 こ
日　 ・nd　 εム・・ん・fd,t99・;Pay・ 、e,!977)."・ 畷 境 変輸 ・適 当 ・繍 筋 引 き 金 ヒな 。 マ
・97s9に オ キ ア ミ の薯 度 力噛 端 に低 か。 た イ繍 す うた め で あ う う 。
S・utK　 辣 でtg　Btu　 kの ナ ン キ・ フ オ1キア ミ1摘 次 生 物 勧'噛'Aka9&tナ
ッ トセ イ新 生イ子 の死 亡 率 加過 去最 高 を示 レ(て い る。 こ の浦 ・食 圧 芝大 き く しマ い く と.オ キ
D・吻 ・c・ ・nd・G・x・rz,〃83),1同棲 のSZk了 ミの麟 力・振 幅 は ・礪 ・'1・ご く な り,ト ニ
が 外 役 の ・983SCに も鮭 さ担 ・・Z,(H・Y-1.3の 場 合1舗 食 圧 力v　th・g　e　g・%以 上 にrＬb
w・・decde,・989)な ビ 姑 ア ミ へ の俵 春 岡 期1舗 え て しき う 。
度 の 太 き ご が う か か'え う・ コ レ・ ブ ラ ム ラ去に 以 上 の考 察 にお て 示 ご 似 た オ キ ア ミ バ
よ')'・94タ ー・979年 に 亘be・ ウ ァ サ"ラ シ の イ オ マ ス の周期 変動 の#・ イlt-h≧!.0,捕 食
相 違 の 鰯(2・ 雌ve〃 　 nd　 Eち・廠 雇,圧 が猷 で な …L,丁)/.04:一 の細 の
/980)か ・う1ぎ)其身イ生 の検 出 を試 み た と こ う、 牛 可能、性 圭更 に横 言寸一する こ と が 側妻 で あ う う。
年1舗 部 した.こ 舶 獅 噛 酵 級 群 のia現 段 階 で のR解lgftの 」 う,,ヨL　 y)ら 嶋。
期 変動 ・コ鋤 料 で あbオ キ ア ミ のバ・イ オ マ ス 抽 わ ち,齢 孝 ・一ね 、98S)・9H,f。n(、9
のia鯛 麺 燵 反映 して ・・う と遣 融5こ とtク2)の 示 レ た 平 土鳩 命 と内 的 自薦 鋤 峰 の閥
可能 で)う う。 イ国体 教 の1同期 変動 ば 一般 に単 イ係 かう,オ キ ア ミのhを1.3と 推 定 し て お り,
純 な生 態 系 で 発 生 しや9・ 、。 野 外 で`」 不規 則 鵠1の 条件1ゴ 煮 た こKう 。 南極 魂 で は オキ ア
苞振 動 左示 一マ昆 虫 も 実、鮎ミ室 で っ く う 政 た単 純 ミのバ イ オ マ ス はイ也種 もノ王・倒 しマ い う と考 え
σ系 で ・ゴ周式目十生 の振 重力とづ うよ う に な る と言 ら 似 て い う こ と か ら,摘'食 ノ壬力"二才キ 了 ミの周
・h　utて1;,り(ti・ ・sUt　 Ct必 ・97の,-A瑚覇 レ去 るfi大 き くig　ts－い ので1鵠 、、か 。
野 非 て周 期 現 象 の 見5・ll(る のd今3で ・の と こa3の 細 辛で あ う嚇 躍 如 ・関 しマiAl,餌 の
う北極 圏 とア ル プ ズのムkte6の み て・あO。　 ve乏 によ う死亡 の菊間遅 攻 鋼 条 イ物 余裕 が
一の、占 か ら南極 で周期 現 象が見 ら れて もネ 亀 産卵 数 に与 えう 碕藺毘 ↓〈苞 ピが想 定 さ↓{,一
議 て・1コrJい 。
ロ ジ ス チ ッ フ式 を明 い た土島台・,'N"イ オ マ
スに振 重力が 員LらKう の 」さ癌ζ度 責力果 の反 六三にa奇
as遅wtの あOと き だ ウ で あ ・),こ
k弓13教 ヶ 月以 上 の&ご でhう う.しD・ レ,
隣 程 度 に達 す るも の か ピう 加 コ不 明 で あ う。
オ キ ア ミバ イ オ マ ス の ロ ジ スケ ッ ク増 大
の振 動 む峨 封 頗 す 診 ヒ,上 記 の 孫 件 力鴎 た こ 」・t」、〈tg')
衰 わ か 香 かigN的 自紅 輌 季 の 太 き ご1・ か 特 ア ミ,・・Kオ マ ス 自体 力・牛鯛 期 で 麦舶
力㌧ マ ・・う 。蜘 司遅 れ か丁 の場 合,酪 生 づ う う 躯 今 回 示 し た.・ 一 力'レ な姦 域 の オ キ ア
鯛 叫Tao老FAく 鱒 の で(M・{lt,〃 ミ9麿 ・9,敏 ・1・」 ・ マ輸 と さ 鴎 特 ア ミ
73)4年 の 周期 の発提 ぱ約 ノ年 弱 の晴 間遅 火 の量'・ おitkfiさenう の で,輸 送 紺 の
の作 用 師 ・aeう.融 艘 動 飼 能 ナ圭に関 し純 今 撫 恥 う1燵
シ ミュ レノ ショ ン の結 果 、発 」とさせ た 斗 が・Bil?。
年 盾]期 の}&、動 力"減衰 しな し・た め に 」9,フrキ ア
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日召柔・基地 局 迦 の 海 氷 中に見 し也 さ獺 動 物 群
・ 谷3/'Ei)一 ・ 星合・.琴男 ・ 福 地)乞 男
国 立 極 地 石暗 所)
南 継 嗣 辺 の林 中 に1射 尭気瞬 類
(エ・eα[9・e)のh・+ら ずIL・';'し{1"ia」2のこ
、卜型重り筋 群 ・ご乞え・め ら れ ゐ・
σ 酬 、瞳 痴:関 連 した動 男君疑 ㌦e椥nO"　 う・ご・
岬1・'∴ 乏の 瞳.靹 礪 義 乞南 極 湖 南 或 の
生 亨蘇 岬 扁 螺 ず ・†て翻 し「… ゲ し　 　 Xl・ こ・ラ7°4
こ時 ゴ 、こ.」b>1〈 中 の 微 細 藻 類 に
1
表1.
易 ・・入 り 泌 鈍 う 駐 毎 次 構 造 を 肩 ・ 乙 ・哨
と1、 よ5taで 励).lr・ 、 締 ・ コ1冷
んd.i　 ・she・ θ968)1?/ili'{・TiirtJ・ ら も 壷嘲 …'見 ・i:t'・・Sb./・hlこ"」
二.h.L}iil・ トt・':.詩ン1・..Lr:ヒ お ・ 「・ユ 「・ ユ
閉 じ こあ ら いr:　 tmと 兇n"/・ 飢
,/97s4,/99∠43ケ 写 の
馴 栃 確 翻C下 端 の ・ハ い ・ 得 ら ψ・「激 物X斤 －Lr・ ・
、こニバ て 重,物 日 腐 τ・厨 釦 才趣 駅 少 な い
∩ ∴1&ンk・ 勧 η君¥・a・ … わ ソ合 い`・ つ い
て、}心 耳㌦ も 明 らP・で(・ ・}・㌦ ラ雛 ら・3・ 略
lP基;e周 辺.〃、三垂氷 ・?o・ら 呈 し、虫 ざ」～τこ動物 麟
の粂賊 、三靹 吐 の 関 霞 腐 れ 「・・
〈 材 料 ヒ 仁 乞 〉
三毎 月←(ハ手～f算パ1、 　 SIPREの7イ ス'1一 力x'__を
用 、s,197・ 年 の3月 ～!2肋 間 、'97S4の ワ
月 ～1'月 の 間 、 な ら び に/982年 の9月 ～/2月
硝 己 ・:、 エ。陣 貯 却 ひ・ 物 ノ弛/・ 赤い て 行
、rべ 図1)。/97・ 恥:得 ら4・Lk万'サ/7牝
tEF.　 コ ア ・ 長iL:ig'じ ・て い く つ ・吻 層(4層
～ 礪)1こ ・"1ノ分 げ 、 室 温 ・乱 酔 ・ τ・の ち ・
あ
包 の 一 音睡3%中 性 ・寸一…1ノ ン萢 夜 で 国 足 し・
籟 艦 ・供 ・ τ・.・97s4ヒ/99・ 恥 ・ ア ・こつ
.、 てLF.　 e.粁 端,・ ら3・ ・"・・ノい ・ ∫倣 の 吾防
の ポ,、 倒 し,97・#a場 合 と'句 様 に し て 検 鏡
　 「 一













⇔ 繰 お ひ・考 察 〉
,9・御 呼 課 ・・ら 三 跡 中・:お ・てS物
硯.、 　fAt}　」 ythのt;s　 三密粁 互為 … らか2… 一 碑1・ ご紬
.沽 禰 高 ・い て で・あ り、 大 吾防 ・磁 一 網 現 纏
の,駈 ・集 中 し て い ろ こ と ・・硝 ら'・'i:「£・r・ ・
;撚 綱 ¢ 達 幽 間 圧 殺 ら ・壷枷 禧 関 川 あ い ・礁 ・・もの ・ 恩 わ 畑 ・
陪 乗峰 地 近 ・ の;観 ・下 端 か ら 見 ・噛 下 れ
る 重柳 瀦 の う ち.tJ… あ し'IEe.　a　 Parat・bid・ ・塑
・・ 。・・tt・・ とH・ ・pa・†;・。idaSPP・(・'可"・i'u
も ノー 7・ソウxtA6　 a>　)カ こズ 暫 ・〃口 占 あ 「・・v'/ti・
巳 ω1tα.、ticα の 出 現1断k'・;、3・ 恥 通 じ
常 ・・ 多 ・ 、 最 大 ・"19・ が 個 ・蜘 ・(・9碑9剛
に し 達 .し 仁 。 手 「・、 ラ勧(中 の 個 悸 紅 工 一 般`・
10il・f(El〈4}/,..Lの オ ーグ ー ・"あ ・ 「・ ・tEら1・ ・ltsン9ノ
、レ のP.α 漁.、tC、 α ・」.有 官川 間 と と も ・・nt長
、油 ら 蝿 こ と ・、・ら ㌧ 勧 ・ 陶 磁 涕 の 生 活
・號 牡 か ら 晶.仏c　 P…　 t亡・・d'c効 く'
一遍氷 千 勧 の微 細 灘 飢 手負剛 こい 卸 れ(し 吟
5]'貧乏'tflE　oごあ ろ ヵご、!今 弓友の 乞1計査 ねこづひ薯 で'あ ろ 。
まr;、 巨an†arcticoし`:つ し・τ"79し 、　H(ArFactt(・oidq
に っ い て ぱ 今 砒 こ ろ 種 の 同 定 ・ご で'き て ・汚
い,、ご、/.フ ・ソウ畑 ・ら 卵 白 わ 成{奉 ユ ビ 見 ら ・κ ・
P.　a.tarcti・a　 t同 様;拓1・tn'・ ・14・ ・の 関hlノ
て も 。 も の と 児 ・わ 崎.今 後 さ ら ・・殺 ぎ・「"
。'{の 他 〃暉'」物 群 に つい て・ムm
l個 嚇 ズとtヅ ・ぶく、 偶 烈 繁集 ざト 「・




ク ト ン の ズκ 手 負自 立 乙ぺ仁 多呂
、
」、回 矯 シ司村
助:蜘 浄 血 繭 極 敏 奪ε紅 ボ ・・憶 も
董.零な鑓.:縫 乙さ頒 て ＼・る。 しか し生 物 量 かSみ5乙 、
tの イC－ 般 り大 型勧#笏 プ ラ ン ク ト ン し 豊 島 に.有.石二し、
蟻 蚕 に お ・・て 齢 耽 フの 鍾 なイ鑓 に 拐 う ・ 乙
が 指 摘(.れ てい る.演 者(」 →田)IJ先 にwP-2ネ ッ ト
の ・一/・M錫 繭 射 継 かy勧 に おkt3大 型 動 物 つ・
ラ ン7ト ンgut.の 水 手An布 乙 を のtffSkに つN.Nて 李艮苦 し
たU梛 願 陸 海 膏 鍬4フ 砿 ♪.今Whi　 /Att　Sに
月別 巖 ・嶽 を.加 え 、9t・ 醜 海 イ ン に碗,才f
1二P咄 β・,y海 ・刻 刻 る 大 型 蜘 冒 ラン"7kン2権 の
婦 砕 室a劇 飾 幼 嫁 し・ 嚇 尺(嫌 ノ 的 剛 強
力'5も 右 罐 訂 獄 冴た 。
材 縦 ろ法:閲 瓶(縫 方)・%3」Z,1麟 搬 航
こ毎(-B|OhマA～S-sl8Eメ 、一工){こ お ㌧、一て_、4も?一6?°ン9',65.-
75'∈t・hた る海 域 で,間 竿12月4日h・S・24日(hs/>
お 法1掛 竿l　fl　lgaづNS2Aユ 日(　Ls　lL)の 期 間 、
7`い ド 椥 ・竃鯛 馳 き2け,社3z聴 、,3拠 鳶よ お
L'て 動 物 プ ラン7ト)稼 集 が 行 なわ れ た(Ft2.1),S2°-
6鯛 翫 は 卑 ほ ・ 樋 駅F3い 離 溜 分)は
a糊 に 島 つ'う)7ト ン 飾 破 他 色鰯 勧
一 年
}賄 で 聞U月 瞳 複 練 色 応 た.靹?っ ・う ン フ
ト ンき欄 はw'p--2.A-vl・Cgus6c.,i.(i{eo.13..)の
鉛 直 キ家集(o-too夙,o-50en-,63ttL差、)お よ乙κトイτDえ ソ
ト(u醐 ・ ,郷 ・・3う_)妹 辞 別 採 集(3聴,
ff42/,i5,,,,sl,53.5S"i7/./77・ ∫0.,/・・。,5・・。,{・。。N,
!5cc夙 一。Stへ167:20.・5C-.ノtooト,200"ノSOOK.Sも叱.7』=20ム,50-.
'/・-5・ 調 ・ユ6・,SO・,!・。・ユ ・・のt・)yfel　 S・kた.こ
の フうIWP－ ユ ・ 。一ノ・・)・LtMτPの 生 楓 本 お ζ 次wPユ
のc'500".'きf32}蒙 牟に っ ・、1は、出{見 動 物 包Anま重Z¥毎
(論 別 し ・f・ ・kつ ・、て イ鰍 老父触 ぴ う蝿 乳 離 し
Zk5'・ ・謝 と酪 全 勧f囎 峯購 よ 雄 蜂 乙 した
の
ま た ・O-1。O・・'/o。-S。。M1多 の 多2直 分 布Z2ナ3た め,0_
ケω 弓 砺 糧 か5'岬 鳴 鳥,τ 帥 一….1,n・aes
t2Zl3'/… 端 獲 麟 位 とい/。 。-s。 謡 。 今
桂 と し た ・・凱 轄 磧 榊 ・掬53年 鯛 滅 ち魑
舳 報 鵠(太 勧 ・1?;S)1、 お た.
糠:wP-z(・ 一臥 。-s・。の 鉢 ぴ 町D知 トの
全 纏 翻 極 じ て ・　c・eopaＬa,　C.koto2notlta,　E。Pム.嚥 。,
Aw・ ・dlc・1颯 颯 蜘'A・ ・輌 ・・o… 山 流 。,・随幽、nム
ψ…,祉 叫 枷 久 ～o動 瞬 が 賦 した.橡
麺 ン隣 国,靴 脇 βヅ申 或儲 け3大 里 動 物プラン
直 内 分神
算 人(北 丸・水 産)
魅 牒 にc・P軸 」哩 重星バ 鼠イ繊 としに量も軸
し、雪ぎにシ呈重星てぽ50k汚 が最 もk趣(79. 払♪し、20^
βτ崎 碗 踊 駝1編 方 ゆ6%几 、C吻 ・。ム
tよ与OM以 琢1うては全快にSめ か蓼、〈≡は低いが,!o・be」・/＼
邸 禰 加傾 嗣 法 ソ,〃 叫 元通L幽 し、、・た(
輔 吼 このようにキ縁 駒 こよ・砿 謝 る動瞬
の組 跡 趣 く芳獅3こtが 励 ・る.
全酬 輌 岬 姑 ・トに精 ・一～・・.と珈.徽
像軽 し輯3と.・ 一・…E・ て、↓鯉 量,個{轍 知 こ
11-1月 の全地点キ閂で 夫?32・2・/.,4」、4一プε占y・㍍乙・・た。し
かしこれS乞lz月 と1月 の橡像経 保て見穴5と'1呈
鎚 の輪,1ユ 恥S'6.9・!。i・)1しslni;27.S・/.h,。一
/OOk　f7に占めてい た。 また,0-loo臥f7お よU-/oo-Soo.
駅 イ蝉 騒 キ主/〃・与ソ験 算)の1旦 鐘 は/IAが 。.
lP㌦ 枳?れ 毎、/・・-s・。・E:砺 ん 弓 あ、たのに枇
同一 月ては・-1・認12…/・ ・戸 ・。-5・丸ダ 畑 ん・
砿 ・た・醗 肛 肌 麹 鋤 っJうンツ・ンの飾
が銘 し喋 軋 て吋 が 川 は・-5臥 料 蜘 、科 し
た分布乞・示ア こ乙がわか)た,"{L拠,こ のようノぶイ頃向
は恒ユイ3故においtLも ほぼ同ネまてあ。た(raLl,1),こ の
よ)輔 紅 海痴 別て那 し 南イ醗 着賊 以・し呪
怠で は上β(o-1・。K)にク}砕が楯 、たノh衛星を示したが
発散域紬 の腔 ば 胚 駅1・邸 め τ奴 腸 鋳
型がみ～'れた。
総価伝教、の餌 直//)　ko・　LhTレ),フ トの人手!ラ別採怯か
桃 孔 圏 ては弧 と風 ・・科偽 る・・瞬 の・ず
れ かに・分布蔓二の乙㌧ クがナ臭われ,!o。tC以 爆 βにな るも
急激1こ励 し靹 ・肌 て/)・ltaL/・v.・鵡 に榊 極
大 が分yれ デ'個 仲教tJユ 月に比べ て減 少し'乙いた.
総縫 物 鉛 齢 郁 ノ之れ は各・鵠 宍 弧 彦に妨
ピークが2ナS'れ ・イ国イ本数でPt　9れ た/oo"t移のビーフは
魅 しなオ'・た.鵤 に節 す 撫 物。・ラン躰 ン乞
湿鑓/イ 聯 枇 で鵠 ピ 販 ・ネ珊 .ヲに枇{,,。 同
は ・゜1鞠 で靭 的樹 イ7"'h・ge.な這 い3こ と柚 か
・た一 月・な3戯 個イ轍 ・・易会と雌 に5・k,1。。.,
移共に勿為重は少 なく,令 孫袖 垣 多はみ5れ なか、た。
槌 瑚 齢 秘 み ると,伽 は5・-t。・。随.規
搬 の糧 手踊 が擁 し、!・い 雑 戯 肚 で1
細 嚇 ・纒 繊 くう瞑 ・・る一 塒 趨 撤 疹
は・/oo帆布血 に冴Sれ 女冷な冬奪形成//が 厚い。また,
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与o疏状1靹 紗 て山 號 岬 に1物 ・喧 鋤 柿 の紅
生 がみ5れ た。これ5の こ乙ゲ5/ユ 貝に大望動物プ ラ
ン7ト ンカ蛎 緬 ピ ー7齢 した1・は大略氷渇 封・乃
ロ
しこ一 致 してい}こ 乙 が1っ ク・5。 これ 、こヌキし!(ピ ー7の
な い1肋 ノ櫛 型 拗 秘 趨 珈 勿つ'ラ ン7ト ン1け
ハ 厚 、・寒 参形 成1ラキ に 窃 散Lた 有 布 左'し ・て 人・た の か
へ
も しれ.ない(F;?・2ノ ・
飾 繰,頓 の ・一/・嬬 に お 〔†殿 融 融 朋 に
;⊂vる 乙1月 呼61・/。,糸寒イ固相ト教 は36%漁 ケ し、 こ れ は
全 ての ・完美9・ξ1が;減・ケし た こ 亡 しこよ る。 こ の 借1・o-～o㌧
1笥の 各 β'し・水 揚一は平 均!.y℃L早 し、C.k.t-"量 は"・23…S/ut
4・B～7wと な,た 一 ゐ,/。 ・-s・。調1'峨 鰻.
量 はiZAに 比'N-bと{月 ぱ 娼 弘 増 加 し たが 総 個 体 故 は
塊 紡 ∴ 今 翻 て み る と 婦p・daの 鐘 量 は増
ηdし た が 個 鱗 被,は」蔵ケ し}こ.ぎ た,　 AppeAよ ω1⑳i(x　しオ
ヘ ア ミ 幼 郎 個 憾 ㌧ 残 量 表 通如 し たが 、 これ 以9ト
の争η物 崩 で け弓手乙人 ど 隻イしが 叶5れ.な が)た 。艮アう・
へ
1月 ハ1じじ一ウ。・二賊 鳥 て縦 個体 散 が 漁 じた ハ は(ン8ep。ム に
よ3・ し ミ うが 八3い 。 しが し 水 温 じ は は と し ど 極イしが
な η＼,た 、
考 喫:F、k,、a(晧6)・ こよ れ しゴ 滴 楊 祉 刈 る動 物
っ・ラ/ノ ド.り 峡 ム 劉 よ鉛 動 向 しこみ る 乙 特 に 麦 扱
・一….)岐 れ 碕 相3.本 ・ligZ.は 囲 に 靹(
0-/00→ に 集 ヤ し た分 布 が み5れ 、F・Kt・h(R5の と」司著泉
な 纈 力競 め5Mt－ が.1月 はgnsか に 磐 ・ た 鋳
型 乞示 し て い た.i2.月Xj月 の 斗象俵 エセ々,は 主tしZRS
散 躯1裁 て 即 しに・iか れ 、 未2通 風 聡 鵠 と姻
邊、三養ノ笈1:,令 か れ る。　Foktoレし(.19～6)1・こよれ ば 、{亘1夙∫賓》丸
残 し 東 風 勲 鵠 のo一 眠 か こお(t3動 物 プ ラン7ト ン
は 東」政蝶 費じ峨 て は 周 極 殉 に 画 瓜漂 蛾ンP義よ リ 少 な い 今 序
蚤 を.肩.本 ・祓 に 庄川 る こ の 、晴 間 に は 目貼 り＼妨
布 型 の ちが い 力漫 粘 土k,/れ./・XAR3iR(間)1こよ6
も の 乙側 象1掴 が 一 幅1義のSh・v1.よ56櫟 ヤu残
し.(い5.
lzH乙!月cはo-1。 ・沽L}沁 沁い」畑 ㌫(Uぺ 生
お よ 碍 棚 づ ラ ン'パ ・ン 材 劉 こ大 き な 剖 し亦 紅 わ れ
ぷ ・℃1れ1統 て の 動 物 酬 こお よZ・〈'・囲 とIAで
時 り!州t1/・ 、え 調 蝉 臓 イしの 鯖 こ 乙が わ か
た/あ1/・ ・。.以醐 τ1妹 逼 の 愛 化 も 弼 く.動 物
プ う ン7ト ン 呈 も6寄洲 に よフ て あ よソ 隻.化 が ンリ㌧1れ な
オ'、 た.ik.　 n月(∠ ・gL)と 川(∠tsE)・ 之 は!鐘
kE-UILH:k7)/.,・,1月 こ2・'昧 乙ほtし ど 榊 輩 が 鮎
9',個{柿 妓 伝唱 謝 鮪 〃▽ ナsakr`(k61,1)。 こ.のい
にivO..臥 し緊ちて は:大 聖 勧19ゴ フ ン フ ト ン ノtifo墨はtl}期
ヤ シ賄 、:よ誠 イし包 殆 ん 乙 シ 踵 ・、躁 わ 相 し・
Table　 1.　 Comparison　 oE　 toヒal　 zooplankton　 abundance　 il)　0-100m　 column
with　 that　 in　 O-500m　 in　 Leq　 I　 (Dec.　 4--24,　 1983)　 and　 Leg　 IT　 〔Jan.　 19-
Feb.2,1984).
Leg　 I Leq　 II Total
.

























「しSt」　A9上 で のジ/エ ッ ト礼 ト才矢 集 に つ 人2て
ネ畠 田 錆(..貴t'(_:本 人掌 ・ン教 育)
「し5亡
、航 路 上 で 甲殻 類 の幼 生 在湯 浦,潔 風船 遮,ワ イヤ ー り甚S.ワ6ヤ ー り太 さ,
醐,塚 諺 乙蔚 却 妹 り掬kず る ことEgV鯉 ブ ラ 朴'し ¢ 納'ノ ・イZ"a(即 今 鴫1こ
的 仁7プ ー フ2女 瓦 叉YzフFオ フ トを イ実用 し よ って妥fS3.
た(図1).こ の シ ェ パ ネ ッ トの メ ソ ッ トな 夕 風1ま 六 て舟魑/oノ 。ト,曳 航d鋼2賜
船 主停止 さtろ こ ヒfe「4f坑 夫ご幸に 曳 ゲ3ご ξ.ノこ と した,フ ィや 一 夏ノよSE./_3でSO.ftθ ・ZZ
あ3㌦8帆)、 ∫t.〆z・・/so・・.(・A・L$/r,z.v)、)6.∫v7t,
こ の ジ ェッ ト矛 ツ トlaf㌃ 勿akcz.,f・maxava　 200塩 くek`82タ..)ず あ ・ん.li3.器 内 の一7ρラ
,　Az・la　 4・dA'・ ・…　i〈LC(lg　tg);　 fa-ai〈 ん,ン 外 ン わ 」・へ φ糊 ・蝉!ズ/'・/・ …a5
KqEai,　 r・・a/ft　・・a,　Ki　ip"…　.,AB・t久 助4いに言噛 しf_ジ'エ ットわ ト は リィお れ
舷 洩K奴 彬92に よV三 蓋 重 工,痴 勧 確 た サ ン フ'似 禰 傷 の/i、 渚 釦 紗 の 橋 本 貌
椥 こて種 々 のliijitigi.hSチ,〈FXく り返 しfJく 得 多こ ヒ 」lsth　ftプ・.ゐ@'よf撫 賜 生 の形
躬 綾 部 て ・)琉 一 初 経 継 糸 上 が'っ 忽 ま乙齢 靖/の 屋 勧 で あ ・ た の 駕 誠 誠 ・よ
た 改 麦望 ク ラ ー ク ジ ェ フ ト矛 ッ トぱ,航 走 才 ず い サ ン フ%の 損 傷 が タ な 輔 る り ・こエ
4磁 に バ'ラ ン ズ の ヒ κ 解 良 し鵠 の と 傷 夫 乙 た.嫁 塚場 蜘 周 知 ・斤、プ い1。 「し〉 ビ」
f・　'　i　t・　(H:tiil.IPノ・/・しXよ の・謎 τ洩 航 し てe纐 紘 で7園 お こtShkt:.　 し4・LA:!Dイ ～
・線 集 茶 々 の プ ラ ン ク トン才 ヅ ト へ の相 対的 レーレ ヨン の櫛 巻 も あ 懲 麦歌硝 に 南極 硲 で、ジ'工
流 速1よ ユ ノフト経1麦 に減 速 プ5よ う に 設 計 さ れ フ屠 フ1・ 乞曵 く こ どが 洪才 な4㌧ 九.た が,
て ・)ゑbそ のf・　,rpiこ分 外 わ ト/ta78`1瑳ラ/・為 ト細 註 止 り －b=tf9〈 隷 動 線 で
さ れ たプ ン プ ル 依 ㌧)た サがタ 雇 く,1え 捜.定.呈 老3緒 徹 を 皇 か して,今 後 預 ム 族 で の 剰 用 水
臼タ腐 彦 が 可能 で あ る.ジ ェフ梼 ア トの 曳 航 水 司'能 であ る.
現 在 パ 科 物 の整 理 五 方 こ/∫.乙 ・)bV・ ・'
1°10rsop -gpを 鰻 プ3,
回/ク ラークa長 良 型 ジ'zソ1ド矛シト
タト肴う ゐ'よひ"産 ゲ 面 図
)fi辛5(1%ち!7`の よソ倒 句 「しら酬 協 上・・賠 ・嚇 ・儲 縁蝿 、
36
A-Vll-1
ノ ト 也 ニ ア 亜 目 、魚 類 の 皐 月空構 造
・ 岩見哲夫 ・ 阿部 宗明
(東京家政学P完大)(東 大資*斗館)
ノト七 二 ア 亜 目駕 類 は 、南 大 三羊ナ或に 高 い 達 すろ"副 嚢"と に よ リ橘}戎 これ て い る.ニ
エ)デ ミス'ムZ示 すノ分類 群 で.5科 約 ノ00禾皇 の多`1嚢の権 能tzフ い て11〈Cら に詳 細 な役 畜プ玄
よ リ成 る。 こ の 角羨負群 ぽ 、南 大 浮 域 に み け ゐ 必 暴 とす ろガ'、 口 腔 内 の圧 力 変イ乙ち 利 用 じて
鯉 鰯 罐 数 のso・/.VK.te占 めIP　tbい わ れ 鼻 腔 内 の・kの9"SZi乍1/mして いbeの 乙推
この ラ毎エ或に お い て,嘉 レく繁 栄 屯Zlヂ た 灘 手て"察 さ れ る。 フ#リ 、 多孔 が 一対 で,7kのNる
あろ 二tが'才 艶察 され ろ 。従 って,本 亜 目魚ノ類 殉L出 ろ戸倉が1司 ジで あ ろ ヒい ラ"斤 利"な ・粂
の起 頒 類 縁 関 イkEktiろ こtlg.献 ラ学政 に1キ ば.:の 副 駐 発 達 で也 ろZUて ・,r・て楠
瓢 鶴 頚 相 の成 立,ひ ・・て ぽ 生物 相 のri/L　 f9,て07)li.のt考1h・rL、本 亜 目 魚類 の 茨
に鯉 泣 示唆 毛 与 乞得 るeの 乙 考 が れ う がLthinnにb'い て、 二 対 の 鼻孔 の状 態 力'6-9t
ノ トCニ ア 重 目 魚 類 の 類 縁 関イ糸にriEJVて1訴 の多 子しの 状 態 へ移 行 し、 こ の 変イしに相 応 こて
Zl3の 説 が あ ろ も の の ・・ず ・t〈・E91ilい説 得 舵 特 殊tr畠 慷 櫛 笠も発 車 せ た 覗 性 が あ ろ.
才奇っ もの に ぽ 至 フ て い な い.逆 に,劇 毒 の 完成 が'.一 対 の鼻孔 と し・ラフ伏 龍
そ こ で演 者 うば 、本 亜 目 魚 駆 他 の 魚 類 へ の糊 狂 可 能 ヒ レア・ 塒 考 訪 鴎 ・ 現 段
幕 洋 弓 ズ キ 目 魚 類 乙の類 縁 剛 結 関 し てP皆 でt9.勧 げ'一 対 で あ ろ こ と の 塙 利 小プ
纏 マの形 質 ち 比 較 検 討 して さた が 、 今 回 、 本 が明 白 で は な く、 上 記 の いず れ の ス テ ・ープ ち
亜 目 輿,類 共 通 の ヰ奇移気の ひ ヒ つて"あ る"一 対 の 経 た の が 千明 で あ ろ ガ'.オ く亜 目魚,類 以 外 に も
鼻孔"に つ い て興 味 あ ゐ知 見 屯得 た の で'、 二 方 ワ スズ メ禾斗,ス ズ メゲ イ 斜.デ ンデ禾斗,ト
本ち報 老 ずゐ.
一向安に魚 類 の 鼻 腔 ほ 口腔 纏 絡 が な く 、
劇 空・壕 孔 ・てよ ・ て 外 側 に開 く.通 常 の硬 骨
@類 で広 左 右 の 髪腔 ば それ ぞ れ 前 後2対 の
鼻孔 毛備 え 、 そ れ ぞ れ 前 鼻孔 、後 多 孔 と称 し
区別iれ て い ろ。71く ほ 前 多孔 よ ソ 多月室内 に 入
り、 敏 の 嗅 概 備 読 鶴 珪 通 過 レ、 後
鼻チしよリ9ト1:出 ろ。tこ ろ カ㌻ ノ トゼ ニ ァ亜
{ヨ魚、類1二 あ・い て1ま 、　・fgVgトな く多子し19一 支寸て"前
鼻孔 後 多孔 乙に ・ガ が れ て・・な … 本 亜 目 魚
類 の 紛 しが 一対 で あ ろ こ Σ ば 多く の 文献 に 記
され て・・ろ グ 勧 鯛 の 構 勘 二フ ・・て 茗 が れ
て い う も の は 管轄 で あ ・た ・
t6・亜 目5科 、　 60vichthyiaしaeノ ノト¢ ニ ア
糸斗(へlototheniid(xe)　 ,　Hexpa昭Lferiotae.　 &h亡hγ－
drecconPo(ae・,おxτ パコ オ リ ウヌ「yksl　(乙Aan－
配 物 ∫娩)す べ て に フ・・て 沼 降 月空構 邑
蜷 局べた 乙 こグ い ず れ の斜 の、@,類に ゐ'・、マ
e、 劇 空に特 殊 な構 屹 餉 シて ・}h:tが 判
眺 た.ノ ト七 二 ア 亜 目 魚 類 の 鼻 聴 ま基 本 的
に 暖房 の あ ろ 一 室 ち 口 蓋 の ず ぐ 背 か こ発
デウ オ斜 考、落 子 の獅 紅 みい て も 一対 の 鼻
孔Zし'ラ 状 態 が知 る・rtてお り、現 在 これ6の
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A-VII-3
結 氷 期 能 取 湖 に お け るホ タテ ガ イ 糞 量 測 定
O藤
田 直 二 ・ 森 勝 義
(東 北 大 学 農)(水 産 庁 養 殖 研)
[目 的]演 者 ら は オ ホ ー ツ ク 海 沿 岸 網 走 海 域 に お の 方 が 小 さ い が3月 に は5.22-9.76と 水 中 の 方 が 圧
け る ホ タ テ ガ イPatinopecten　 yessoensisの 成 長 ・ 倒 的 に 大 き く な っ て い る 。
生 残 と 環 境 条 件 と の 関 連 に つ い て の 知 見 を 得 る た め こ の よ う な 状 況 と 栄 養 塩 の 状 態 か ら 、 能 取 湖 で の
に 生 息 現 場 で の 糞 量 測 定 を 行 な っ て き た 。 こ の よ う 氷 中 プ ラ ン ク ト ン は 光 量 の 増 大 す る3-4月 に か け て
な 調 査 が 難 し い 冬 の 流 氷 期 に は 、 海 水 湖 で あ る 能 取 増 殖 し 、 海 水 中 で は 氷 の 融 解 後 の4月 以 降 に 増 殖 す
湖 の 結 氷 下 で の 調 査 を 行 な い 、 氷 下 の 環 境 が ホ タ テ る も の と 考 え られ る 。
ガ イ に ど の よ う な 影 響 を 与 え て い る か を 調 査 し た 。 植 物 プ ラ ン ク ト ン を ホ タ テ ガ イ の 餌 料 と し て 見 た
:方 法]能 取 湖(第1図)の 湖 央(水 深6m)で 場 合3月 の 海 水 中 の ク ロ ロ フ ィ ルa量 は 多 い と は 言
!984年 の2月 と3月 に 、 氷(氷 厚25-39cm)を 切 り え な い 。 し か し、 水 中 の ク ロ ロ フ ィ ルaが 多 量 で あ
開 き 氷 と0,3.6m層 の 試 水 を 採 取 し 、 水 温 ・塩 分 ・ ク る 事 か ら、 水 中 の プ ラ ン ク ト ン が 氷 下 面 か ら離 れ て
口 口 フ ィ ルa・ 栄 養 塩 を 測 定 し た.こ の 調 査 時 に 行 急 速 に 海 底 上 に 沈 降 し 、 底 棲 生 物 の 餌 料 と な っ て い
な わ れ て い た 結 氷 下 の ホ タ テ ガ イ 漁 で 得 ら れ た2年 る 事 も 考 え られ る 。 第4図 に 網 走 湾 内 を も 含 め た 糞
貝 を 糞 採 取 器(第2図)に4枚 収 容 し た も の と 、 コ 採 集 時 の コ ン ト ロ ー ル 測 定 で 得 ら れ た 採 集 物 の 強 熱
ン ト ロ ー ル と し て 貝 を 収 容 し な い も の と 、 各 々2台 減 量 の 頻 度 分 布 を 示 し た 。 こ の 糞 採 集 器(第2図)
湖 底 に 設 置 し た 。2-・3日 後 に 回 収 し 沈 澱 物 と 糞 を採 をSediment　 trap　 と し て 見 た 場 合 、 そ の 形 状 か ら し
取 し脱 塩 ・乾 燥 後 に 乾 燥 重 量 、 強 熱 減 量 を 求 め た 。 て 採 集 効 率 は 良 く な い と 考 え ら れ る の で 、 そ の 絶 対
[結 果 〕2月17-20日 の 調 査 時 に は 氷 は 固 く(氷 値 は 信 頼 の お け る も の と は 言 え な い 。 し か し、 相 対
厚25cm)積 雪 も 少 な か っ た が 、3月14・-16日 に は 既 的 に は 能 取 湖 で の こ の 値 は 極 め て 小 さ く 、 少 な く と
に 融 氷 期 に 入 っ た ら し く 氷(氷 厚31-39cm)は 軟 化 も こ の 測 定 時 に は 結 氷 下 で の 沈 降 有 機 物 は 少 な か っ
し氷 上 の 冠 水 が 多 く ス ノ ー モ ー ビ ル で の 走 行 も 困 難 た 事 を 示 唆 し て い る 。
で あ っ た 。 水 温 は2,3月 共 に 全 層 で 一1.6℃ と 変 化 な こ の よ う な 環 境 下 で の ホ タ テ ガ イ 糞 量 は 第5図 に
い が 、 塩 分 は2月 が32.030-32.033%、3月が 示 し た よ う に 、 非 常 に 少 な く0.43-L31m9/g/d
32.051-32.095%と若 干 増 加 し て い た 。 海 水 中 の 栄 と 他 の 網 走 海 域 で の 値 と 比 し て 最 低 レ ベ ル で あ る 。
養 塩 は 全 体 的 に3月 の 方 が 増 加 し て い た 。NO3-Nで ク ロ ロ フ ィ ルaと の 関 連 か ら み て 、 餌 料 量 が 少 な 過
は2月 に8.7-9.6,ugat/2であ る が 、 こ れ は 前 年 の ぎ る た め で な い 事 は 明 ら か で あ る 。 こ の 事 は ホ タ テ
12月 末 の 調 査 時 に 能 取 湖 沖 の 沿 岸 域 を 占 め る 東 樺 太 ガ イ に と っ て －L6℃ と い う 低 温 は 擬 餌 活 動 を抑 制 す
海 流 水 で の8.8-9.9pugat/2と同 程 度 で あ る 。 一 方 る 因 子 と な っ て い る 事 を 意 味 す る と 考 え ら れ る 。 オ
3月 に はIL4-12.8鳩at/2と 増 加 し て お り塩 分 の ボ ー ツ ク 海 沿 岸 域 で の ホ タ テ ガ イ の 成 長 は 陸 奥 湾 と
増 加 と も 併 せ て 、2月 か ら3月 に か け て 東 樺 太 海 流 比 較 した 場 合(3年 貝 で)約2/3程 度 し か な い 。 こ
水 か ら オ ホ ー ツ ク 表 層 水 へ の 水 塊 移 行 が 起 こ っ て い れ は こ の 海 域 で は 冬 期 に 氷 点 下 の 水 温 が3-4ケ 月 競
る も の と 考 え ら れ る 。 くた め 、 上 述 し た よ う に 、 摂 餌 活 動 が 抑 制 さ れ 成 長
水 中 の ク ロ ロ フ ィ ルa(第3図)は2月 に は4層 が 停 滞 す る た め で あ る と 考 え ら れ る 。
に 分 割 し た 最 下 層 で6.9-10.9Pt9/2、 そ の 上 層 で は
O.3-1.2ZZ/1であ っ た 。3月 に は 最 下 層 で99.0
-152.7Pt9/2に 達 し星 合 ・福 地(1981)の サ ロ マ 湖
(2月)で の 最 大 値25.88pa/2より も は る か に 高
い 値 を 示 し た 。 更 に 氷 の 下 面 か ら2㎝ の 氷 中 で は 最
大r600,"g/£ に も 達 し下 面 へ の 集 中 度 合 が 大 き い 事
を示 して い た 。 海 水 中 の ク ロ ロ フ ィ ルaを 積 算 して
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第2図 今 回 使 用 し た 糞 採 集 器
直 径30cm,高 さ60Cm
第3図 水 中(上)と 海 水 中(下)の ク ロ ロ フ ィ ルa濃 度
第4図 網 走海域 と能取 湖(斜 線部)で のコン ト
ロール採集器 に捕集 された沈降物の強熱
減量の頻度分布





自走 式 水 中 テ レ ビ シ ス テ ム に よ る 昭和 基 地 周 辺 の ベ ン トス 生 物 量 の 観 測 1|










前 報 で.ス テ レオ 水 中 写 真 を 用 い たベ ン トス の 観 測 を行 い.得 られ た写 真 か ら被 写 体 生
物 の 大 き さや 海 底単 位 面 積 あ た りの 分布 密度 を 求 め る方 法 や.そ の 結 果 に つ い て 述 べ た.
さ らに 解 析 を進 め,そ れ らの 生 物 の 重量 を 求 め る試 み を 行 った の で報 告 す る.
[方 法]
1984年1月,昭 和 基 地 周 辺 の北 の 瀬 戸,北 の 浦(水 深40m.80mの 二 ヶ 所)と オ ン グ ル
海 峡 に お い て撮 影 され た ス テ レオ ス チ ール 写 真 を解 析 して,ベ ン トス種 ご と の 大 き さの 組
成 と分 布 密 度 を を求 め た.ま た,こ れ ま で に トラ ッ プ や ビ ーム トロ ー ル で 採 集 され 極 地 研
究 所 に保 存 され て い る 標 本 か ら,各 種 生 物 の 大 き さ と湿 重 量 の 関 係 を 示 す 回 帰 曲 線 式 を 求
め た.ち な み に この 標 本 は アル コ ール 液 浸 さ れ て い た も の で あ り,体 内 に そ の 液 を 含 ん だ












(D)と 湿 重 量(の の 関 係 を 表 し て い
太 線 が 回 帰 曲 線 で あ り,上 下 の 細 隷 は
限 界 を 表 し 相 関 係 数0.986て 高 い 相 関
い る.こ の 関 係 式 を 使 っ て ウ ニ の 重 量
を 求 め る と 北 の 瀬 戸 て は 平 均529g/m2
40m)で45g/m2,同(80m)で48g/mこ




ス テ レ オ 写 真 を 解 析 し て 得
ら れ た,観 測 地 点 ご と の ベ ン
ト ス の 大 き さ の 組 成 の 一 例 と
し て ウ ニ 類　 Sterechinus
-⊥ の 場 合 を 右 図 に 示
す.北 の 瀬 戸 で は ウ ニ が 非 常
に 多 く そ の 平 均 直 径 は28.3mm
で あ り,北 の 浦(水 深40m)で
は17.8mm,も う 一 方 の 北 の 浦
(80m)で は 少 な く な り 平 均
直 径 は21.1mmで あ っ た.そ し
て 全 観 測 地 点 の 平 均 直 径 は
24.5mmで あ っ た.
保 存 標 本 か ら 求 め た 生 物 の
大 き さ と 湿 重 量 の 回 帰 曲 線 の
一 例 を 下 図 に 示 す .こ の 図 は
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縦 κおけ癬 類群勅備 繍
大 谷 修 司
(極 地 研)
南極 大 陸Kお 、)ては.淡 オ(藻類 の土 竃 な 軸,幽 函
生 育環 境 で あ る河 ・1ヤ湖沼 が未発 達τ あ る穴 山,魎 処 、陣,ca!athtU.uac,
め,老 弓 ・lk目,± 建 や畜類群 落 の間pvativ趣 皿,　 ibiPttLK　 ,　Ealimtns,脚の
が,淡 →く藻類Kt。 て 後v'圭 角環境x怠 って 計'3属 が 見出せれた.い τしば 拠 匹 偽,
v・3(ネ 縞/9r9,itk山!%7,/979・!99・,螂 伽 種枷 蝿 占枕 し・ 醐 峡,
Ca・ne・・meto.Z./970,B.。.dン/977,re79繰纐 ヒ しては.(血 止,血 ㎞ 魎 ・,瞳
a,b、/99!A,b,c,/92λa,b).海洋性 南　CQcqEΣ,艇iησと醐 」燃 が も・が,λrイ 藻類 上 して
極 の菖手薄君手落のイ寸差 蕩二類1て関 し"tは.　 R}-Ooqy(ンは.△ 勉,上{的なV・ガ噸L出 さ れ1V)
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ヴホブデ(雪 駄)根 く絶 し繍 類群 落 向いか 毛 レ ンタ締 れ 嘩 酬 よ・ノ隔.
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南 極 産Dunaliella　 sp・　 の 培 養 と そ の 微 細 構 造
綿 貫知 彦(神 奈 川 県 衛 研)・ 中 村 澄夫(神 奈川 歯 大 ・生 物)
大 野正 夫(高 知 大 ・海 洋生 物教 育 セ ンター)
南 極 ・昭和 基地 周辺 の露 岩 地 帯 には い くつ
か の塩 湖 が 点 在 し,し か も総 塩 分 量 が/09/L
を こえ る 塩 湖 は,ラ ン グ ホ フデ ・ス カ ルブ ス ヌ
ス 両地 区 にあ る。
ス カル プス ネ ス地 区 の船 底 池 は,/9ク/年
こ こ で は,/975翁 よ び85年 に 大 野 に よ
っ て,船 底 池 よ り 採 集 し たDunaliella　 sp.　 に
つ い て 検 討 し た 。
こ のDunaliella　 sp.　 は,2本 の 等 長 の 鞭
毛 を も ち,細 肪 の 大 き さ は6～//×2～4
2月/日 の 測 定 で 表 層 水 の 塩 素 量 は ク3/20〆mで,Dunaliella　 minutaに ち か い 値 を し め
mg/1,/985年/月/6日 は,表 層 水 で
/。209/mg/1,底 層 水 で24026mg/1と
い う よ う に,測 定 時 に よ っ て か な り の 差 異 が あ
る も の の,高 塩 分 環 境 で あ る と い え る 。
こ の 船 底 池 で 夏 期 に,水 の 華 を 形 成 す る
Dunaliella　 sp.　 の 出 現 が 知 ら れ て い る(秋
山 ・ 大 野/9ク5)。
こ のDunaliella属 は 緑 ソ ウ のChlamydomon-
adaceaeのVolvocalesに属 し,通 常2,3の 例 外
を 除 い て 海 水 か ら 高 濃 度 の 塩 湖 ま で 広 く 分 布




し た 。 眼 点 の 位 置 は か な り 下 部 に 観 察 さ れ た
。 培 養 し て み た と こ ろ,食 塩 濃 度8～/49/o
の 範 囲 で 増 殖 速 度 が 良 く,Doubling　 timeは
/5時 間 ぐ ら い で,3%以 下 で の 増 殖 能 は 悪 か
っ た 。
ま た,培 養 温 度 は20C付 近 が 適 温 で,5C以
下 と30Cで の 増 殖 は 悪 い 。
こ れ ら 増 殖 特 性 お よ び 電 顕 に よ る 微 細 構 造
に つ い て の べ,今 ま で に 報 告 さ れ て い る.こ の
属　(Brianl975,Rober七 　 et　 al1981,Robert
and　 Yvonne　 1981)　 な ど と の 比 較 検 討 を 実 施
し た い 。
Location 69°26tS
3go338,E
Above　 sea　 leveltm)　 -23
　　 　　 　　 　　 Length(m)
　　　　　　　 　　Max.　 breadth
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大 学 理 戦 訓 駝 鳥自然 植 鍍 遷蜥
、蕩 老 は 付83芋 〃 月 う・ら1年 間,ケ ニ ア に 日 この1分茅戸型 に属/5蕗 類 つイギ表 は、Andreaea
禾 の手差助 で設 コ[さ れ たJomo　 Kenyatta　 College　 subulata(ク ロ ゴ ケ斜)ノDicranoloma　 billa－
゜f　Ag「icultu「e　and　Tech・・1・gyで 植物ケ 顛
動 篇 を倒 した バ 礪 会1・ア フ リオ7
之」ン締 であ るM・.Ken・ ・(・,…m)障 り,
索ア フリカ リ高 峰'・ 棚 橋 苔類 の生態 の
一端 と観 察!ヲる こどバ でぎた。・今回 つ諸 藩 は
:リ イ本殿 く、1冒67年 に 広島 丸字 と北 海道 丸字
絵 詞 で行 ・た南 綱 場 岬 ゴ ニア リ鋼 動
成熟 励 ℃ て棘 レ諌 アフ リカ 鮎 と重
南融 域 吟 肩 橘 苔類 癩 蹴 多里紫 白うな
麟 確 言 レよ)と 邦 籾 で碗 。
東 アフ リカ 幅 恥 南 緬 端 局 グ 聯 碁分
ひ 、璃 苔類 は,藷 類 の ・・yume・ ・ip・・一布 し
f・1i・m(カ ナ ゴケ斜)だ けで ある.そ ク花 の
イ列は棄 アフ リカ の高 山,マ ダ ガ スーカ/レ・,南 ア
フ リカノマ レ ーシア(ニ ュ ーギ ニア,ボ ㍉レネ
ー?ctス マFラ なビ)・クkg、 才 －zト ラ リア
,二 ・ づ ㌧ ラ ン ド',鋪 鵜 島 南東烹卸
繍 塙 フ ン 六 ・即 ・ラ裸 アメ クカ 鳩
山'ブ'ラ ジ'レ棄粛 却 ワ山岳 κ帯 に隔 鳶建方布 を
して・・1。 こ砺 〃 域 ゐ:,罧 緑 鋤 リマ'謝
マ 橘(P・d・carpus)の 鶏 生硬 り分 手顧 たほ ほド
!致・弱 こ・5b・ シ,　P・d・carp・・　typ・　 ・名
づ'けラれた(S・ki1974).
"「
(Slli・ 　 ・…　 ca・p… 　 yp・ の4・1.　 。、ac。carpus
pu「pu「ascens(黒 、呉)とP・d。carpus薦親 鍵
のケ 浄 域(舞 で 囲 ん だ 地 域)S。ki(1974)
rdieri　 (シ ッtil°ゴ ケ 斜),Rhacocarpus　purpu-
ras。ens　 (ヒ ジ'キ づ'ケ 計),Zyg。d・ ・　i・ter-
・m・dius　 (ク チtダ ゴ ケ 利 ♪ ゼ'h5
。 寝 秀 バ'こ
η分 布 型 磯 昌゜ し たraじ'年 ノ・,。6cs(、974)
1ま吏 ア7ソ カ 入 籍 茗 美真 フ ロ ラ を 藷 ビ た ・)7で・、
S・ba・tarcti・ 　e・・ment・ を 設 定 し、 苔 類 と し
'Z
　Bazza・ia　 c・nvexaとB・ 　 dec・escens　 (ム チ
巧 知,　 'M…　 ger・a　 v…　 ace・(7タ マ タ コ・
ケ 勃 を,、 暑 類 ぞ ・ま ・・cran… 　 m・b… 　 ard・ …
,
　Rhacocarpus　purpurascens,Catagonium　nitens
(Phyl1・g・niaceae)な ・"ε 挙 げ'ひ ・ろ 。
瀦 は ・・d・carp… 　 yp・ ワ 葺 類 ・S'ゴ 》 ド'ワ
ナ 夫 産 に 起 源 芝 も ・ 吉 ・・も9でZつ こ ヒ τ 菟
e・vし幡 ラ も 物 現 形 り 僻 は 櫛k同 地 廠
に99〈 見 ラ 札1'eこ ラh＼ ラ 、 ヨ;EErpξ 気づ}柔ク 孝ク
91gh"・ks.・ … 輔 摘 ほ(・ 。k、 、974).
Mt・　 Kenya{訪'い て もRhac・ ・arpus　 purpu-
ras　cens　 は 蹴3,5ρ・m有 魎 戸葛蹴 趨 差 土
の撫 で 陥 段 椥 矧 面 鳩 ケ/・ 銘 して
、・た .海K3,200ntく う 、1まiN,a・ 。d。。。。pus
・i・an」・an・・ り柄 戸 鰍 ア調 練 近 〈でla,
E・ica　 arb・re・ 　op　tsAanx　 t&)　、 ヤ バ て乗 ア
ブ ・1カ4舗OSeneci・bra・si・ ・や　L・b。li。
ken・ens・ ・ 麟 勾1恥 苧 ・・ユ・・ こ…"
階 椥 だ構 造 物 池 亭 で 躬 ・
$、(_{k77,!382)ノ 皆pa村(i$80)t3ビ'1日 本
OP#・el381?Xr－ よ9ア フ ソカ ゴ ワ調 査 ・ウ 、最
終>1〈#Hk-A・ ア フ ソ カ リ、熱 締 綱 ご齢 し く
縮 」・レ.KgVhp・gVバ'ン ナX.・s、 た と憩 む
れ ・・ぶ も し そ 〉だ ・卯 も ろ 時 クて麺
ケ 硝 諸 ずジ わ て ・脈 ゴあ5>ハ.ま た
P6・・(1974)が 棄 ア フ ソカ とマ ダ'ガ ス7,レ と
の関 連 で 注 目 し ひ ・る ・。。eiberg　 (島 うだ丘)
もyzadtバx/ナ の"sg"1・ 炎在 郷 鴇"
・f　Lて'舜 鞭9　 ・…　 g・・　opkgos果 して ・・
'5・hi',最 終 氷期 に は ど 〉な.て ・硫 で あ3)
ろ、。後 うk1鮪1こお つ3・ これ ラ ワ勇 書 類 リケ 布
撤 岬 味1密,周 題 と い え よ.〉 、
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南 極 産 セ ン 類 群 落 の 窒 素 含 量 に つ い て
中 坪孝 之'伊 野 良 夫(早 大 ・教育 ・生 物)
生 態 系に お け る物 質 循環 を 明 らか にす るため に、 系 の構成 要 素 の もつ物 質 量、 その変 化
量 を知 るこ とが必 要 で ある。 さ らに 、要 素 内で の物 質 の動 きを知 るこ とに よ り、流 れ を コ
ン トロー ルす る要 素 の もつ機 能 を把 握す るこ と も可能 で あ る。 今 回 は、 南楡 陸 ヒλt態 系 の
構 成要 素 であ る、 セ ン類 、 ソ ウ類お よび 土壌 要 素 につ いて 、 そ こに含 まれ る窒 素 歴を測 定
し、 そ の結 果 を もとに各 要 素内 で の窒 素 の動 態 を 明 らか に しよ う と した もので あ る。
は じめに、　Rundvsgskollane　 (69°50'S,39°09'E)　 の生 育 の悪 い セ ン類 群 落お よ び その 下
の土 壌(砂)に つ いて炭 素 量お よび 窒 素量 を測 定 した。 サ ンプ リ ング はIJi野 によ り1982年
に行 な われ、 セ ン類 群落 を横 ぎ る直 角 に交 叉 す る2本 のベ ルt・を 引 き、5cm毎 に コケ層 、O-
1cm層 、1-2.5cm層 、2.5-4cm層 に分 けて採 取 、凍結 して 日本 に輸 送 した。 コケ層 は コケ と
砂 粒 を分 け る こ とが不 可能 であ った。0-lcm層 に はコ ケの軸 、 仮根 を 含む 試料 もあ った。
試 料 はす りつ ぶ して均 一 に した後 、CNコ ーダ ー で炭 素 量、 窒 素景 を測 定 した。 コ ケ層
の炭 素 、窒 素 の最大 含有 率 は、 それぞ れ6.84%、0.457%で あ った。 コケ層 とコ ケ層 に接 し
な い砂 層 につ いて 、 それぞ れ炭 素含有 率 と窒 素含 有 率 と の相 関 を 調べ ると、 共 に高 い相 関
が あ ったが 、 それ ぞれ の回 帰係 数 は異 な って い た。 これ はそ れぞ れ の層 に含 ま れ る有機 物
のC/N比 が 異 な って い る ことを示 し、 コケ層 のC/N比 は約15、 砂 層 のC/N比 は約11で 、 それ ぞ
れ 炭素 含有 率 にか か わ らず ほ とんど一 定 で あ った。 コケ層 のC/N比 は セ ン類 自体 、砂 層 の
C/N比 は微 小生 物 に 由来 す る と思 わ れ る。 コ ケ層 にお ける炭 素含 有 率 の増 大 は、 コケの 占
め る割 合 が増 す こ とす なわ ち コケの発 達 が良 い ことを意 味 す る。 コケ 量の増 大 に比 例 して
窒 素 量 も増 す こと は、 コケ の下 部の軸 、 仮根 あ る い は枯 死 部 に多 量 に窒 素 が 蓄積 され て い
る ことを示 して い る。 した が って、 この群落 が生 長す るため に は、外 部 か らの窒 素 の供 給
が 必 要に な るが 、 この群 落 の表 面 は窒 素固定 活性 を有 す る ラ ン藻 類 に密 に 覆わ れ て い るの
で 、 ラ ン藻 の固 定 した 窒素 が群 落 の生 長 に用 い られて い る もの と思 われ る。
次 に、生 育 の比較 的 良い 群落 につ いて、 群落 を緑 色 部 、 その下 の分 解 の進 ん で いな い 枯
死 部 、分 解 の進 ん だ枯死 部 の3層 に分 け、 それぞ れ の層 の炭 素含 量 、 窒素 含量 を測 定 した。
緑 色部 の窒 素 含 量 は、同 じ種 で も群 落 によ りか な り差 が見 られた。 また 、緑 色 部 に く ら
べ、 そ の下の 枯死 部 の 窒素 含量 は常 に 低か った。 この こ とか ら、 新生 部 へ の窒 素 の転 流 が
行 なわ れて い る こ とが 示唆 され た。 さ らに、比 較 の ため に、 日本 で 採集 され た同 一種 、 近
縁 種 に ついて 同 様 の分 析を行 な った。 これ らの結 果を も とに、 南極産 セ ン類群 落 へ の窒 素
供給 と群 落 内で の 窒素 利用 のパ ター ンにつ いて 考 察 した。



























































*　 G:　 Green　 layer
　　 B　:　Brown　 layer
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1 Plectus antarcticus* 4- I
2 P. frigophilus  + +










9 Mesodorylaimus sp. A +
10 M. sp. B
11  M.  sp. C
Number of taxa 5 5 1 6 1 3  13 1 1 1
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南 極 地 域 観 測 で得 うdek　jk　/yi4の 海 況 に つ ・ぼ
ユ長 崎 愈 、.岩 動気 圭.ネ 右.倉 本.茂'橦 工 道 田 豊.
(海 上 保 宰 庁 ・K路 蹄)
r$極 」ePt観 測 に おuて づ み弟 之齢 椚 が に つo-eり 考,za・a・ 菱 ・t)・醐(・K鵬 戸研 究
実施 再 読 纏 頭1は 南極 穴薩 一 ア7ン ク 南 鵯 駒 ぽ)に よ つ て行 わMた ヵ1'・こ#・ …
岸 蝸 の 南 雌 噛 の.各 層 観 則 に.最tZR・ ・'25・ ・dbと 罫 面 ・1Ltたtの ぞ あ る.
置 ヵ・kτuる 。 ジ〈後(o年 ・う観 科 結 果 へ 譲 ボ 得 う れ た の で
この」SPt　・f-　・B-　TLず る海 流 εよ.大9`jLて3系改 め7-966傑7/k)一/9碑 傑2弔 勾 年 の鶴
寿温 ゾ 創 ・輌 極 斯 麺 脅 の.　・liEコ行 行 儀 ・聯 果 にt・ →'1)て.晒 緑 一計 駆 イS・流
弱 な沿岸 」記,第Zは 断 面間 の 宇来 ちトを東 行 ナ'重 き算 出 し た.流 量 ぽ 墓碑 面 の と り ち で・受fし
る南極.圏 椀 充(ACC　 ・　A.,tfar。t:.　Cihcい州Pρ/ah　 　 可5方 く＼ そ へ干 与/主 に つt)て 検 き寸ず　B.iた
C"　yve　ntナ).募3は ア フソカ大 陸 南 岸 沖 を面 」丘卑Xら 丁杉古用 に よ ソ,・Kj量 りみ で し9」}・き カ〈'
行 ず5比 較6う 強 ・け認 れ り 亜熱 峰 系7Kよ ツ憐 到 呉 画師 とオ亀あ 〉こ とが ξ橋εとな っ た ため
旗 編7グ ラ ス嘉 流 であ る.中 位 琳 線 亜 熱 嘩 鯨 隷 の位齢 ・比 較 的正
1966皐(寡7次)一!974年(算/5;ft)の親 魂'}結 雄 に得 られ3よ うに な フ た.こ ・れ ら へ経 喜 憂
果 守 ヒ づLll　lt　.　主 と し摘 記ZA・cの 流 量 化Kつ 、、7モ 機 寸す き.

























ブ ラ イ ド 湾 、 グ ン ネ ル ス バ ン ク 、 リ ユ ツ オ ホ ル ム 湾 浮 氷 域 の ク ロ ロ
ブ イ ル 現 存 量
大 野 正 夫 、 福 田 靖 、 岩 波三者ら 、営 重 弘 、 福 地 光 男
(高 知 大1(熊 本 大)(水 路 部)(水 路 部)(極 地 研)
4
浮氷 域の クロロフィル現存量は、 今迄 のふ ら ・ 量は減少 して ゆき200m層 では0.11～0.26Ftしら竺 に よる定常海洋 生物 観測 の折 に断片的 に測 ら　
mq/m3で あった。 各定 点の みオ フィチ ン量は クロ
れ て き た が 、 垂 直 的 な 現 存 量 の 測 定 の 資 料 は 少 な い ロ フ イ ル 量 の 値 に 関 連 した 値 で あ つ た が 、200
。26次 南 極 観 測 隊 で はBエOMASS　 計 画 の －m層 ま で 除 々 に 減 少 す る 傾 向 が あ つ た 。
環 と し て 、 し ら せ の 行 動 に あ わ せ て 、 ブ ラ イ ド湾(グ ル ネ ル ス パ ン ク は、 リー セ ル ラ ン セ ン 半 島 の 沖
12月27日 ～30日2月8日 ～11日)、 グ ン で あ り、 水 深 が 浅 く な つ て い る と こ ろ で あ る。2月
ネ ル ス パ ン ク(2月22日 ～25日)、 リ ユ ツ ォ ホ の 調 査 時 に は 、 流 氷 域 は 消 え て 、 海 面 と な つ て い
ル ム 湾(2月3日 ～5日)に お い て ・ 垂 直 的 な ク ロ た。 ク ロ ロ フ ィ ルa量 は 、 表 層 で0.26～1.00
ロ フ イ ル 現 存 量 の 分 布 に つ い て 調 査 が 行 わ れ た 。 同mg/ m3,で あ り、 観 測 定 点 に よ る 差 が か な り あ つ
時 に 定 常 観 測 項 目 の 海 洋 学 的 調 査 も 行 わ れ た 。 た050m層 ま で の 垂 直 的 な 値 の 変 動 は あ ま り な
方 法 か つ たo左 オ フ ィ チ ン 量 は 高 く ク ロ ロ フ ィ ルa量
　　　　　　　　　　　　　　　 O　 t　 O　 I　 O
ブ ラ イ ド湾 で は7010-7015S、235一 の2～4倍 に も な つ て い た 。
　 　 　 　 　 　 bt
2427.5Nの 範 囲 内 に9定 点 、 グ ン ネ ル ス バ ン ク リユ ツ オ ホ ル ム 湾 沖 の 調 査 域 は、1月 上 旬 に は
湾は ・8°一 ・ぬdN、3・ °-35°Nの 範囲 に7定 流氷域 であつ たが、 調査時 には、浮氷は な く完全
点 、　 iJユ 〃 ホ ・・ム 湾 は67°-68eN、36°-38σ な 海 面 で あ つ た 。 ク ・ 。 ブ イ 、レa量 は、 表 層 で 。,
Sの 範 囲 に7定 点 を 設 け た 。 そ れ ぞ れ の 観 測 定 点 で 、23～0 .58mg/m3と 、 他 の2海 域 に 比 較 す る
バ ン ド ン 採 水 器 を 用 い て 、 水 深0,10,20,3と 低 い 値 で3・ り、 垂 直 的 に50m以 深 ま で 似 た 値
0,50・75・100・125・150・200で あ り、50m層 で 値 の 最 大 を 示 す 定 点 が 多 い の
mの 層 か ら 採 水 し た 。 試 水 中 の ク ロ ロ フ ィ ルa濃 度、 に も興 味 が 持 れ た 。 ろ オ フ イ チ ン 量 は200mま
フエ オフィチ ン濃度は島津 螢光光度 計RF-510
を用い、 螢 光法で測定 した。 同時に試水14を ホル
マ リン固定 し、その後濃縮 して持ち帰った。 海洋 学
的 調査は、 同 じ採水層で行 ない、定 常海洋観 測項 目
を同 じ方法 で行われたo
結果
ブ ライ ド湾は開放型 の狭 い湾 で定着氷でお おわれ
るが12月 下旬か らは かな り広い解氷 面 とな る。1
2月 の調査は、定着氷 の縁 辺部か ら浮氷域 で行われ
た。 ク ロロフィルa量 は定 着氷 の解氷緑 に近 いほ ど
非 常(・C高い値 を示 し表層 で1.68～4.99mg/mを示
し、 小さい綿状 になつ た エce　algaeの 浮遊 が しば
しば 認め られた。 クロ ロフィルa量 の高い値 は水深
50mま でであ り、 それ よ り以深 では急激に低い値
に な り200m層 では0.13～0.86mg/mになつ て
いた。2月 の調査では、 定着氷域 は な くな り棚氷 が
流れ 出 してい る海面 となつ てい たoク ロロフィルa
量は、表 層で0.76～2.54mg/m3[とか な り低 い
値に なつていたが、垂 直的変動 は50m層 層まであま
り著 し くな く20～50m層 の下層 で若干高 い値を
示す傾 向が あつた。75m以 深か らクロ ロフィルa
で の 採 水 層 ま で あ ま り 大 き な 差 が な く0.67～2,
7・mg/m3の 範 囲 内 に あ リ ク ・ ・ ブ イ 、レ1、1、劫 も
か な り 高 い 値 を 示 し て い た 。
こ れ ら の 海 域 の 調 査 か ら 浮 氷 域 の ク ロ ロ フ ィ ル
量 は 解 氷 期 に 非 常 に 高 い 値 を 示 し、 最 大 値 は50
m以 浅 の 上 層 部 に あ つ た 。 そ の 起 源 はIce　 algae
で あ る こ と が 推 察 さ れ た が 、 解 氷 期 を 過 ぎ た こ れ
ら の 海 域 で の ク ロ ロ フ ィ ル 量 は0.2～1.Omq/m3
の 範 囲 内 と な つ た 。2月 の 調 査 で3海 域 と も20
30m層ま で 左 オ フ イ チ ン 量 が1
,0～2.Omg/m
と ク ロ ロ フ ィ ル 量 よ り も か な り高 い 値 を 示 し て 拾
り、 浮 氷 域 で の 植 物 プ ラ ン ク トン の 生 育 、 分 解 過
程 に 興 味 が も た れ たo
水 質 的 な 調 査 か ら、 解 氷 期 の こ れ ら の 海 域 は リ ン
酸 塩 が75m以 深 で2.OP995/e以 上 に な り、 ケ イ




「し ら也 」埼6上 に おけろ表 層 クロロフィル連続 測 定シZテ ムにつvて
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得 川 隠 謀 し比較 しつ つ,
こ3表、層 フcロ つ イIL(t-e19の7k平,分 ・ス行にっ い て
報 告 ゴ ろ.
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榔 又>>
㍉ に フ ロ ブ ピ ー デfス ケッ ト へのi"
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7イ1し 作 成,日 一平 均 値 の」集計、t也 図 上 へ ⑦ブ
Uソ ト†」 ど'カベ矛)る。
<<結 果 〉ン
南 緯3Y度 以 南海 域 に お1下 る表 層 ク ロo
本、シス テ ム ♂構 威 と図1(c:iit'、し τ(.穿}zぐ フィ1レa二 量o)7K－ 平/分 布t図2に7〒 、しk。 図2
次徹 て設 置 し ピ場1フκ ポ ンプ に 」 り汲 み 上 げ'仁　 ALS.tz,月3日 の オ ー ス トラ リア ・フ り 一 マ
返 フκ1;ヘ ッ ド タ ン フ へ 入 り,ご こ で気 泡 抜 き ン トル 出港 か らlz月/9日 の ブ ラ イ ド湾 沖 到 差
賄 。T.後 現 場 蛍 光 披 針(絢 丁瞠rヨ て の結 果 で あ る.ほ ぼ 東緯'/・ 度線 の 南 下
り・～,2・nsJl±t・一。。。型)の つ ・一 セ ・咽 畝 れ 編 上 て しユ・ 繍37度36・3介・・て亜 綱 収
る.へ 。 トつ ン フ1勺rLlユ ・k　2ieン サ 咋 由 る 束線 と通 過 し. 南 緯46度/1.Z/分 に て オ ー ス
ヨ 「二、観 測 時 の室 内 環 境 条件 の毛 二9一 用 と トう り7亜 南 極 前 線 と通 過 し1(。 こ れ ら2っ
して 気温 及 ひ 湿 度eン サ一 毛設 置 しk-.セ 光 の フ ロ ン ト圭或 ては7・ ・フ,1レa」 量の増 帥々 ・
鍍 計 パ 纐 促 し ン ジ儲 ・場1え 値 儲 及 み られk.し カ・し.南 緯SS度4.碕 ての 南 極
しベフK遥 セ.っ プ ー ヵ・ら〈7bイ言考IJI.　 3ペ ン レコ ー 収、東 線 通 過略 に ぽ.ク 口 口 フィ|しa量 の 減 少
ダーに常9ろ 毛 三 夕－tし て 出 力:～ れ ろ.同 日汽 力vみ られr<.3k.南緯60度 ・東経7Sノ ミ ・付
に こ 舳3っ φ信 」い 気温 セ ン ヴー か らの 返 て高 濃 度 が み られk.図2BLコ.碑 ・6目
し
信者[;.tN'一 、/ナ し コ ン ピ ュ ー タ(日 本 垣線 か ら3目 日 日 ヨで のIL上 紙 路 上 の結 果 で あ る。
エps-{。 。。一・。)へ 取'I　LX3nる.κ 一 ソナ 南緯6∫ 度 付 近 で ヤ や 高 い濃 度 が み ら れ ろ他
IUつ ン ビユ ー ヌ(9.;テ'一 クサ ンフ。リン グ イ ン1コ.左 〉イ本、に低 濃 度 て一あっ「(.t幸1ξ毒S2ノ 支4/今
7一 川 い ∫ど ⑦初 期 設 定.、 リ7し タ イムaデ て・の 南極 収 束線 通 過 時 に太 き↑」変化t;見 られ
一9線
、デ ー タ φ痘 算 処 理.　 CRＴ ヤ プ リ な か っk。
ン9一 へ の デ ー タ 出 力t」't`'、 シフ テ ム全 体 の
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南麟 の鍬 輪 編 へのアプ・一テ
ー フ
ェ レ ド'キ シ ンの・分離 二
O暫 「 勝光 ・ 先 蕪1亘晋 ・ ・ト,叫晃 男 ・ 高 橋71K三右
(神 κ ・理)(紳 尺 ・多望)(理 研 ・X陽 光巨)(ネ 申κ・理)
(イ〉 目的 縄6・%乾 瓢 蹄 払 レ、同ラ接度の硫 辛 に 平衡
南不嫌 類 が極 零 の環 境(く{耐えてを芒肴9ゐ に イヒレ斥 ブ チ'レトヨノN°一'レ9SOPラ ム、tcLdef。
ぽ、そ}Kな りの"々 、らく ソny　々ぐあ る筈 ゼ 、そu支 署レ斥 ブェ レドそシソ90.8M食 塩 丘・含む
・〉"eNb4ゾ 。噛 極 藻 礪 断 る/蚤白 駒 　 O,1MeOK－ 塩 臨pH73ピ 撫 し、 最終
・構造.にラ替ん ゼ㌧、るの で'ぼ{}㍉1り、tい うのtS9'、7エ レドkシ ンき耕 卜・Lし斥。
本石ffyZのイF業イ磁 ビあ ゐ。本 石千完 で フェ レ ド(2)ウ ん象1鬼 がうの 学畜産:ら,ん 藻 フェ レ ド
キシン 色遊 ん向{」(1)1(陽 光 エネ,レ ギー キシ ソのキ拡(福 、 アeト ン処 郷'鱒 冠 し
σ・うそ紆 還 元 η上 種 々の光 合 薦 産物 の合 成 な ・吻 ビ、 ク ロ レラの 場 合の アセ ←ソ 粉 末夙
の勧(・ 磁 楴 確 転 陶 詞 γ{法鴎 で 後 の掬 乍乞行 う.寵 撤 妙 望、硫 弟分 乱 ト
あ ソ、(ユ)、 種 マの 植 物1""お い て、 〆7気層 造 乞
、ξジのIE化1善 的 吉者'庄質の ・研ラ乙が:'進ん ビ い る、
㌧ ・り 窪 田 、・よ る 。 今 回 碩 その 予ネηの ∠レ
ヨ/ぐ 一'レHWし65Cカ ラ ム7uマ ト 、 フ チiレ
トヨ・ぐ一'レ6SDカ ラAクd叶 詳 糊 しr〈 。
4.高 速 芽乏俸 クUマ ←1く よ る フェ レ ド'キ シ




7エ レF?シ ン領粁 乙レて(1)細 輔 屡 屡5PM嶋
㌘ 磁 維驚 罐)2讐霧
し 斥 。
2.悸7極 ク(フレラの単離9∫考益
南藤 嫌 敢 鉄枠 う・ト量 吋 舳2の κ.。な
鴛篇肇醤㌶議二ξ這饗蔦葛書
くる.こKε 尽形 板培地1・移 レztSらtcる
羊 コ。二一・・ら選 別 レ鶴 κ勤 罐 ・れ ∫
肋 躊 暗 紅 趣 鳳1・ κ型培養 フラズコ9
(1)疏k/1生7ロ マ ト分 析:上1;C,の フ エ レド
キシ ンき?〈]jlfl-tく石瓦学 を加 之 て2冒Yレ 、 そ の0,1
°'・e(/②μ躇讐黛 詔
直㍊ 芸泓 聾篤三
40分 の分析 区行二つ仁 θ
(・)付 ン 繰 ハ 外 分 昨 τ∫κ 舛
P芒A1≡-5PWで'/食 塩 直講ミ勾@己(o.え ～o夕!イ)で
30分 ・のC£"iifi-Ei{了フrく.
(ハ)結 果
南極 ク ロ レ ラ ゼ{;[疎 水'庄7uマ ←笏ヰケど'.
2フ の フzレ ド'ヤシ ソ が 見 仏 ざ 乳 に。2フ の
フェ レ ド キ シ ンbN"ノ ネ重鎮 っ植4b71:6・ 在 オ3現
象 ぽ、 フ ・乙レ ド'ヤシ ン の若年兄 の 最 近二の言ε授受で
あ るが'、 こ の結 果I」 蘇 豪 ド 獄 ナろ 恥 例at
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論文集 の発刊 について(お 願 い)
先 に お知 らせ しま した よ うに 、本 シ ンポ ジ ウ ムの 論 文集 を発 刊 した い と考 え
て い ます 。 下 記 に よ り論 文 の投 稿 を お願 い 致 します。
記
1.投 稿 締 切:昭 和61年3月31日
2.投 稿 要 領:
Memoirs　 of　National　 Institute　 of　 Polar　 Research　 の
Special　 Issue　 と して刊 行 します の で、 当 研 究 所 投 稿 規 定(請 求 あ
り次 第 お送 り しま す)に よ り、 す べ て 英 文 で お願 い致 しま す。
な お、 他 の学 会 誌 等 に原 著 論 文 と して 投 稿 予 定 の場 合 は ア ブス トラ ク
トの み ご投 稿 下 さい。
3.投 稿 先:
〒173東 京 都 板 橋 区 加 賀1-9-10
国 立極 地 研 究 所 編 集 委 員 会
4.そ の 他:
出版 、 編 集 の 都 合 上 、 お手 数 なが ら下 の切 り取 り用 紙 に必 要 事 項 を ご
記 入 の うえ 、受 付 に ご提 出下 さい。
切 切り一取 り
原 著 論 文
ア ブス トラク ト
(ど ち らか に印 を 付 けて 下 さ い)
予 定 論 文題 目
著 者(所 属)
共 著 者(所 属)
連 絡 先
〒
TEL
案 内 図
資生堂 東京家政大学東洋インキ
至赤羽
至王子
愛誠病院
国立極地研究所
?
杷
●国電(赤 羽線)板橋駅下車徒歩13分
●地下鉄(都営三 田線)板 橋区役所前下車徒歩7分
東京都板 橋区加賀1-9-10
電 話(03)962-4711

